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　社団法人京都デザイン協会が創立４０周年を迎えられましたことを心から

お祝い申し上げます。 

　皆様方の協会は、昭和４２年５月に「２１世紀への新しい波を京都から！」を

設立主旨として創立以来、各ジャンルの第一線で活躍するデザイナー及び

デザイン団体が結集し、京都らしい優れたデザインをもつ商品を発掘・発信

する「京都デザイン優品選定事業」をはじめとして数々の事業を積極的に

展開されるなど、デザインを通じて京都の地域産業の振興と豊かな生活

環境の形成に貢献してこられました。 

　この度、記念すべき４０周年を迎えられましたことは、ひとえに久谷理事長を

はじめ、歴代理事長、役員、並びに会員の皆様方の御熱意、御尽力のたまも

のであり、深く敬意を表します。 

　京都は、１２００年の歴史と文化に培われた伝統産業、明治以来いち早く

最新の技術を取り入れてきた近代産業そして世界をリードする先端産業と

が共存し、「和」と「洋」、「旧」と「新」といった相対するものを巧みに融合さ

せながら新たな価値を生み出すといった、「デザイン」にとってその力を発揮

できる最も適した土地であります。 

　京都デザイン協会が歩んでこられた、この４０年間は、高度経済成長、

情報化社会、バブル経済の崩壊といった混沌とした時代であり、その中で、

「デザインに何ができるか」という課題に積極的に取り組んでこられましたが、

今、また新たな環境、社会に対し、歴史と伝統そして文化に裏打ちされた

美意識をデザインの貴重な資源として、再び原点に立ち返り初心を貫こうと

いう姿勢に、京都におけるデザインの可能性と底力を見る思いがいたします。 

　人々が「心」の豊かさに重きを置くようになった今日、デザインの果たす

役割はますます重要となってきております。 

　この４０周年を契機に会員の皆様方が一層結束を強められ、京都から

すばらしいデザインが発信されますよう御期待申し上げますとともに、皆様方

のますますの御健勝と御活躍を心から祈念いたしております。 
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　社団法人京都デザイン協会が記念すべき御創立４０周年を迎えられま

したことを心からお慶び申し上げます。 

　社団法人京都デザイン協会におかれましては，高度経済成長期における

大量生産の時代にあって，「２１世紀への新しい波を京都から」との理念を

掲げ、昭和４２年に京都デザイン協議会として発足されて以来、グラフィック、

インテリア、ディスプレイ、建築、都市計画、プロダクト、テキスタイル、コスチューム

など、幅広い分野の第一線で御活躍されるデザイナーの皆様が一丸となり、

デザインを通じて京都の地域産業の振興と豊かな生活環境の形成に寄与

してこられました。 

　また、日本でも歴史の深い「京都デザイン大賞コンペ」「京都デザインビエ

ンナーレ事業」に加え、最近では、「京のプロダクトデザイン振興戦略研究

事業」「京都デザイン優品」のほか、デザイナーと職人・企業が気軽に語り

合える場づくりを行う「ＫＤＡ　デザインカフェ＆スタジオ」にも取り組んでおら

れます。 

　これらの御活動は、２１世紀の京都の新たな息吹となるものであり、久谷

政樹理事長をはじめとされる皆様のあくなき挑戦心ととどまることのない

御研鑽に対しまして、深く敬意を表する次第です。 

　京都では、１２００年を超える悠久の歴史の中で、高度な技術、優れた意匠

やデザインを有する伝統産業が育まれて参りました。京都市と致しましても、

昨年策定しました「京都市伝統産業活性化推進計画」に基づき、伝統産業、

ひいては京都経済の更なる活性化に向け、全力を傾注して参りますので、

より一層の御支援を賜りますようお願い致します。 

　結びに、社団法人京都デザイン協会がますます発展されますこと、並び

に皆様の御健勝と御活躍を心から祈念致します。 



　私たち京都デザイン協会は、１９６７年５月「２１世紀への新しい波を京都から」

を設立趣旨として、京都に活動の基盤をおく、各ジャンルの第一線で活躍する

デザイナーおよびデザイン団体を結集し、デザインを通じて京都の地域産業

の振興と、豊かな生活環境の形成に寄与することを目的として設立されま

した。 

　設立当時の日本は、近代以降の技術文明の成果を謳歌するが如く、大

量生産、大量消費による高度経済成長時代へ突入してゆきます。高度経済

成長はモノとしての充足感を満足させたものの、大量に出回る画一的で無

機質な生産品に大衆の離反が始まります。しかし、デザイナーは時代の波に

翻弄され、明確なビジョンを打ち出せませんでした。 

　機を同じくして、公害に代表される社会問題が顕著になり、技術文明の

反省が求められます。それは人間性の回復の要求であり、モノからこころの

価値観の移行を示すものでもありました。 

　１９８０年代に入ると電子テクノロジーによる情報化社会の到来を迎えます。

少量多品種の生産がコンピュータ管理によって可能になり、差異を明確に見

せるデザインが市場から要望されることになるのです。なんの理念も持たない

ポストモダンと呼ばれた デザインは、そういう要望に見合うものでした。 

　８０年代のバブルと呼ばれる異常な経済状況のもと、日本に世界中のデザ

イナーが集まり、彼らの手による建築、インテリア、プロダクトが氾濫しました。

しかし、バブルの崩壊とともに後遺症を残したままポストモダンもあっけなく

その幕を閉じること になります。 

　それは、未完に終わったバウハウスやウイリアム・モリスたちのモダンデザイン

のプロジェクトの可能性を、原点から検討してみることが必要になってきたと

言えるの ではないでしょうか。 

　京都デザイン協会は、ことし創立４０周年を迎えます。私たちは、いま、京都

の長い歴史とその伝統と文化に裏打ちされた美意識をデザインの貴重な

資源として、新しいデザイン価値の創造に挑みます。それは協会設立の原点

に立ち返ることであり、初心を貫き通すことでもあると思うからです。 

4





6



7

1967～1968
昭和42年5月～43年3月　理事長　林　大功

京都デザイン協議会設立･発足（5月16日）京都産業会館
■京都市のデザイン行政に対する提言（7月12日）
■KDCマークの決定（9月5日）

■伝統産業デザイン指導
―その1―　扇子･団扇業界（9月22日）

■京都デザイン協議会会報｢KDC｣創刊号発行（10月20日）
●KDCデザインサロンの開設
会員相互の親睦をはかり､各ジャンル間の交流及び情報交
換の場として､楽しい集いの場となることを目標として発
足した｡

■’67京都デザインフェアの開催（10月25日～29日）
メインテーマ《波･京都》
●講演会（10月28日）京都会館会議場
●展覧会（10月25日～29日）京都市勧業館
第6回京都産業デザイン展の開催
（10月25日～29日）京都市勧業館　共催･京都市

1968～1969
昭和43年4月～44年3月　理事長　林　大功

■第1回京都デザイン会議の開催（5月21日）
京都会館会議場及び会議室
メインテーマ｢現代デザインと京都｣

■伝統産業デザイン指導
―その2―　袋物業界
―その3―　金属業界･陶磁器業界･竹工業界･木漆業界

■’68京都デザインフェアの開催（11月30日～12月2日）
メインテーマ《京都･’70年への提言》―人間性の回復―
●第7回京都産業デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市

■京都デザイン協議会会報｢KDC｣第2号発行

1969～1970
昭和44年4月～45年3月　理事長　林　大功

■研究会の開催
●テーマ｢カリフォルニア大学建築学教授

サミエル･ハースト氏を囲んで｣（5月13日）

■第2回京都デザイン会議の開催（6月6日）
京都会館会議場

メインテーマ｢1970年及びその前後｣ 

■第15回京都扇子団扇図案競技会に指導図案の特別出品
■袋物業界デザイン指導事業
■’69京都デザインフェアの開催（10月29日～11月2日）
メインテーマ《視点》―あすへの広場―
●第8回京都産業デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市
●シンポジウム（10月30･31日）京都市勧業館
テーマ｢明日の京都産業を考える｣

■京都デザイン協議会会報｢KDC｣第3号発行

1970～1971
昭和45年4月～46年3月　理事長　林　大功

■研究会の開催
●テーマ｢デザイン都市京都を考える｣（10月13日）

■’70京都デザインフェアの開催（10月29日～11月1日）
●第9回京都産業デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市
●シンポジウム（10月29･30日）京都市勧業館

■京都デザイン協議会会報｢KDC｣第4号発行
■｢KDCホットニュース｣第1･2号発行

1971～1972
昭和46年4月～46年3月　理事長　林　大功

■「公共デザイン部会」と「産業デザイン部会」を設立発足
■’71京都デザインフェアの開催（10月29日～11月1日）
■第10回京都産業デザイン展の開催
京都市勧業館　共催・京都市
●パネルディスカッション（10月30日）京都会館
テーマ／「デザイン都市・京都」

■「KDCホットニュース」第3号発行

1972～1973
昭和47年4月～48年3月　理事長　林　大功

■’72京都デザインフェアの開催（10月28日～31日）
●第11回京都デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市
●京都デザイン協議会展
テーマ｢岡崎文化圏再開発構想｣

■京都伝統産業振興に関する論文を募集

時代
と き

の流れを反映
う つ

して40年。

よみがえる古い記憶、期待される活動の数々。
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1973～1974
昭和48年4月～49年3月　理事長　林　大功

■’73デザインイヤー協賛
●第12回京都デザイン展（10月27日～30日）
京都市勧業館　共催･京都市

■世界インダストリアルデザイン会議への参加
（10月11日～18日）
国立京都国際会議場
テーマ｢人の心と物の世界｣

■｢KDCホットニュース｣第4号発行

1974～1975
昭和49年4月～50年3月　理事長　林　大功

■京都デザイン白書の作成
●京都のデザイン並びにデザイン業界団体の現況を明らかにする
とともにデザインの重要性を広く提言するために作成する｡

■’74京都デザインフェアの開催（10月26日～29日）
●第13回京都デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市

■KDC作品展示会の開催
●本協議会会員の作品展示により､その作品を通して市民･若
手デザイナー･関係者との批評､討論を行い､デザインの啓
蒙を行なう｡

■｢KDCホットニュース」第5号発行
会員相互のコミュニケーションをはかり､情報の収集･交換
を促進する｡

1975～1976
昭和50年4月～51年3月　理事長　西脇友一

■京都ファッションフェア’75に共催（5月2日～4日）
京都市勧業館　共催･京都府､市､京都織商､他8団体

■第14回京都デザイン展の開催（10月24日～27日）
京都市勧業館　共催･京都市
テーマ　各部門共通｢まつり｣

■デザイン会議の開催（11月8日）
京都会館会議室　後援･京都市､京都新聞社､近畿放送
テーマ｢デザイン都市･京都のエネルギー｣ 
～その具体的展開についての提言～

■城南衛生管理組合のマーク選定に関し､相談を受け､協力し
感謝状を受けた｡

■京都市清掃局の清掃事業に関し､デザイン面からの検討につ
いて相談を受けた｡

1976～1977
昭和51年4月～52年3月　理事長　西脇友一

■京都ファッションフェア’76に共催（5月11日～13日）
■第15回京都デザイン展の開催（10月22日～25日）
京都市勧業館　共催･京都市
テーマ　各部門共通｢段｣

■第3回京都デザイン会議の開催（3月12日）

京都会館会議場､京都市伝統産業会館､日図会館
メインテーマ｢’77京都の発想｣

1977～1978
昭和52年4月～53年3月　理事長　西脇友一

■創立10周年記念事業の実施
●京都新聞紙上のデザイン宣言
（10月20日）
●記念式典（10月21日）
●KDC10年のあゆみ展の開催

■｢デザイン会議記録･KDC10年のあゆみ｣の刊行
■'77京都デザインフェアの開催（10月21日～25日）
●第16回京都デザイン展の開催
京都市勧業館　共催･京都市
●KDC会員展の開催

1978～1979
昭和53年4月～54年3月　理事長　西脇友一

■京都クラフトコンペ・京都の開催（9月12日～16日）
京都市勧業館　共催・京都市、他4団体
テーマ：「新しいクラフトを求めて」

■第17回京都デザイン展の開催（10月23日～26日）
日図デザイン博物館　共催・京都市
テーマ：各部門共通「京都―その新しい波」

■「KDCホットニュース」第6号発行

1979～1980
昭和54年4月～55年3月　理事長　西脇友一

京都デザイン協議会を京都デザイン協会と改名
■第18回京都デザイン展の開催
（11月17日～20日）
日図デザイン博物館　共催･京都市
テーマ｢KYOTO TODAY｣

■受託事業
●｢京都のデザイン政策についての提言｣京都市

■｢THE MARKS｣制作
協賛108社

■第1回京都デザイン市民講座の開催（11月17･18日）
日図デザイン博物館研修室　共催･京都市

■消費者デザインセミナーの開催（3月26日）
テーマ｢グッドデザインを売って20年｣

■商品開発懇話会の開催（3月26日）
テーマ｢'80年代の商品開発」

■勝見勝講演会（3月28日）日図デザイン博物館
テーマ｢京都のデザイン･世界から見た日本｣

■KDAニュースの発行
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1980～1981
昭和55年4月～56年3月　理事長　西脇友一

■’80京都デザイン会議の開催（11月23･24日）
京都会館会議場､京都市伝統産業会館､日図デ
ザイン博物館
共催･京都インテリア産業協会､（社）日本図案家
協会､（社）日本デザイン協会､京都服飾デザイン
協会､（社）京都クラフト､京都伝統産業青年会
テーマ｢’80年代への私の主張｣

■第19回京都デザイン展の開催（11月22日～25日）
日図デザイン博物館　共催･京都市
テーマ｢'80年代への私の主張｣

■’81京都デザイン会議の開催（3月30日）
京都会館会議場､京都市伝統産業会館　共催　他7団体
テーマ／デザインムーブメント｢昨日･今日･明日｣
京都バウハウス考／参加者数　150名
■｢THE MARKS IN KYOTO｣制作　協賛121社
■受託事業
●第4回京都ファッション市民大学､シンポジウム､京都の美
学｢文化と商い｣企画と運営
●｢ポートピア’81｣京都ブースの企画､立案､アートディレクシ
ョン並びにデザイン

■KDAニュースの発行
■’80KDAパフォーマンス　クリスマスパーティ
（ホリディイン京都）

1981～1982
昭和56年4月～57年3月　理事長　西脇友一

社団法人　京都デザイン協会となる
昭和56年11月11日　設立総会　ホテルフジタにて

■受託事業
●第5回京都ファッション市民大学（主催=京都市･京都商工
会議所）企画と運営協力

■京都デザインフォーラム ’82（主催=京都府）
事業協力と審査員派遣

■’82京都デザイン会議の開催（3月10日）
（社）京都国際工芸センターホール･会議室
共催･他7団体
テーマ｢エキサイティング京都｣
21世紀へタネをまく知的興奮集会
参加者数　102名

1982～1983
昭和57年4月～58年3月　理事長　西脇友一

■第21回京都デザイン展の開催（10月9日～12日）
日図デザイン博物館　共催･京都市

テーマ｢感性のうた｣

■｢THE MARKS IN KYOTO｣制作　協賛100社
■ペーパー･ナウ･イン･ジャパン展（2月17日～27日）
（社）京都国際工芸センターホール
共催･（社）京都国際工芸センター
出品者　三宅一生､イサムノグチ､他24名

■京都新聞提言キャンペーン（3月8日　京都新聞朝刊）
京都新聞見開き全2頁による京都デザイン関連8団体コール
テーマ｢建都1200年から21世紀へ私はこんなタネをまきたい｣

■京都デザインフォーラム ’82（主催=京都府）後援ならびに推
進協力

■KDAニュースの発行
■夏の研修会（嵐山）
■5団体合同ソーシアルパーティ
（東急ホテル）
■’83京都デザイン会議の開催（3月17日）
（社）京都国際工芸センター　ホール･会議室
共催･他7団体
テーマ｢21世紀への提言｣
参加者数　100名

1983～1984
昭和58年4月～59年3月　理事長　西脇友一

■第22回京都デザイン展の開催（10月8日～11日）
日図デザイン博物館　共催･京都市
テーマ｢コミュニケーション（Heart to Heart）｣

■受託事業
●京都新聞社誌上キャンペーン｢京都､美しく｡スィートメロン･
アベニュー｣京都市･商工会議所主催（10回）企画協力
●第7回京都ファッション市民大学､シンポジウム｢人間ウォッ
チング｣企画協力

■KDAサロン開設　第1回～第7回
■KDAニュースの発行
■5団体合同ソーシアルパーティ（からすま京都ホテル）
■'84京都デザイン会議の開催（3月29日）
国立京都国際会館　B2 共催･他7団体
テーマ｢京都の未来｣明るい､楽しい､美味しい未来
参加者数　145名

1984～1985
昭和59年4月～60年3月　理事長　西脇友一

■第23回京都デザイン展の開催（11月15日～18日）
日図デザイン博物館　共催･京都市
テーマ／｢遊感･京都｣

■KDA会員展の開催（11月15日～18日）
日図デザイン博物館

■受託事業
●第8回京都ファッション市民大学､シンポジウム
｢豹変潮流･メタトレンド｣企画協力

●国際伝統工芸博　ニュークラフトストリートに企画協力

■京都デザインフォーラム ’84（主催=京都府）後援
■KDAサロン開設　第8回～第11回

第4回総会パーティ
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■KDAニュースの発行
■’85京都デザイン会議の開催（3月29日）
日図デザイン博物館　共催･他7団体
テーマ｢建都1200年に向って､街並み活性化と美観推進｣
参加者数　168名

1985～1986
昭和60年4月～61年3月　理事長　柴田献一

■KDA調査研究会　第1回（10月11日）
■第24回京都デザイン展の開催（11月21日～24日）
日図デザイン博物館　共催･京都市
テーマ｢快適･アメニティー｣

■国際デザインシンポジウム ’86神戸の企画並びに参加
（財）国際デザイン交流会

■KDAサロン開設　第12回･第13回
■KDAニュースの発行

1986～1987
昭和61年4月～62年3月　理事長　柴田献一

■第25回京都デザイン展
主催／（社）京都デザイン協会･京都市
会期／昭和61年10月16日～10月19日
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢気｣

■KDA創立20周年記念事業

●式典行事｢式典･表彰･パーティー｣他
（社）京都デザイン協会創立20周年記念式典
日時／昭和61年11月27日（木）
場所／京都パークホテル　バッキンガムの間
●ルーチン事業｢美観都市･京都｣研究活動
●展覧事業｢日本酒オリジナル･ラベルデザイン展｣
◎第1回会期　昭和61年10月16日～19日
会場:京都市伝統産業会館1階
◎第2回会期　昭和61年12月15日～25日
会場:ABL･KDA･Cルーム
●KDAサロンの活力化推進事業（月例）
●KDA発･情報普及活動

■受託事業 京都土産物協同組合への研究･提言･指導
京都ファッション市民大学　主催:京都市､京都商工会議所
西陣織工業組合に西陣織の新商品コンテストに協力

■’87京都デザイン会議の開催
主催／京都デザイン関連団体協議会
会期／昭和62年3月29日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢建都1200年へスーパーデザイニング’87｣
参加者　156名

■国際デザインシンポジウム ’87神戸の企画並びに参加

■KDA調査研究会
■KDAニュース発行

1987～1988
昭和62年4月～63年3月　理事長　柴田献一

■京都デザインコンペ ’87
会期／昭和62年11月26日～29日
会場／日図デザイン博物館
テーマ／きょうからあすへそして

建都1200年から21世紀へ
THE KYOTO

■KDA会員展の開催
扇面地紙展
会期／昭和62年11月26日～29日
会場／日図デザイン博物館
出展者数／41名

■受託事業
●京都工芸土産品組合とのジョイント製作展
会期／昭和62年11月26日～29日
会場／日図デザイン博物館
●京都ファッション市民大学
主催　京都市､京都商工会議所

■世界歴史都市博､世界歴史都市会議に参画
■第43回国民体育大会準備委員会に参画
■’87国際テキスタイルデザインフェアに参画
主催／’87国際テキスタイルデザインフェア･世界織物会議
開催委員会

■国際デザインシンポジュウム ’87に参画
主催／（財）国際デザイン交流協会

■デザイナーレ ’87に参加
主催／大阪デザイン団体連合､（財）国際デザイン交流協会､
（財）大阪デザインセンター

■’88京都デザイン会議の開催
主催／京都デザイン関連団体協議会
会期／昭和63年3月27日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢ライフウォッチング'88｣
参加者／140名

■KDAニュース発行

1988～1989
昭和63年4月～平成元年3月　理事長　柴田献一

■第27回京都デザインコンペ ’88 
主催／（社）京都デザイン協会､京都市
会期／昭和63年10月23日（日）～10月26日（水）
会場／日図デザイン博物館
■受託事業
●京都ファッション市民大学
●ソフトウェア開発技術表彰における副賞制作の依頼
●滋賀県産地活性化推進事業
●京都市パイロット･ショップ（東京青山に開設）

■第24回福祉機器デザインコンペ　共催



11

会期／1988年10月29日（土）～10月30日（日）
会場／京都市西京極総合運動公園

■国際デザインコンベンション ’88大阪　参画
主催／（財）国際デザイン交流協会

■京都市パイロット･ショップに運営協議会委員として協力､参加
■WFF（ワールドファッションフェア）京都推進協議会に参
画､協力
■ITF（国際テキスタイルデザインコンペティション）実行委
員会に参画､協力
■KDAサロン　ジャンジャンクラブ

■’89京都デザイン会議の開催
主催／京都デザイン関連団体協議会
会期／平成元年3月18日（土）
会場／日図デザイン博物館･京都伝統産業会館
テーマ／京都のキーワードを探る
参加者／120名

■KDAニュース

1989～1990
平成元年4月～2年3月　理事長　柴田献一

■’89京都デザイン優品選定事業（第1回）
■第28回京都デザインコンペ ’89
会期／平成2年11月9日（木）～11月12日（日）
会場／日図デザイン博物館

■受託事業
●京都ファッション市民大学
●滋賀県産地活性化推進事業
●世界デザイン会議
キャラバンコングレス･イン･京都

■’90京都デザイン会議の開催
主催／京都デザイン関連団体協議会
会期／平成2年3月24日（土）･25日（日）
会場／京都市国際交流会館
参加者／270名
テーマ／｢新･風･流　はんなり｣

■福祉デザインコンペ ’89京都　共催
■ITF（国際テキスタイルコンペティション）’89京都
■WFF（ワールドファッションフェア）’89
■世界デザイン会議　参画
■国際デザイン展 ’89 参画
■デザイナーレ ’89 参画
■京都市パイロット･ショップに運営協議会委員として協力､参加
■KDAサロン
■KDAニュース

1990～1991
平成2年4月～3年3月　理事長　今西　慧

■第14回京都ファッション市民大学
■福祉機器デザインコンペ’90KYOTO 共催
■第29回京都デザイン大賞コンペ
テーマ／現代のデコレーション

■参画事業
●ファッション京都ネットワーク推進事業　参画
●国際ファッション･シンポジウム’91 参画

■受託事業
●滋賀県産地活性化推進事業

■KDAサロンの開催
｢ハワイアン･ドリーム｣
会期／1990年8月23日（木）
会場／京都市国際交流会館イベントホール

■100人のクリエイターによるデザインシンポジウム
イン・キョウト祇園｢タテ･ヨコ･ナナメ｣
会期／平成2年9月10日（月）･11日（火）

12日（水）午後2時～
会場／ABLホール3F

■KDAサロン開催
｢映画サロン名タイトル集｣

■当協会クリスマスパーティー
｢アデュー’90｣
会期／1990年12月12日（水）
会場／京都河原町マイジャービル8Fホール

■’91京都デザイン会議
主催／京都デザイン関連団体協議会（12団体）
会期／平成3年3月30日（土）
会場／YOU AND I（京都私学会館）
参加者／約200名
テーマ／新･建都のデザインを考える“THE  STATION”

■都市美観研究会
テーマ／木屋町通三条̃四条間東側街並み整備提案
会期／平成2年10月～平成3年3月末

■（社）京都デザイン協会25周年記念
会員作品展「京曼陀羅’91未来デザイン都市」日図デザイン
博物館

■京都市パイロット･ショップに運営協議会委員として協力､参加
■（社）京都デザイン協会NEWS発行
■（社）京都デザイン協会　会員名簿作成

1991～1992
平成3年4月～4年3月　理事長　今西　慧/本郷大田子

■ヒューマンデザインコンペ ’91 共催
会期／1991年10月26・27日（土・日）
会場／日図デザイン博物館

第10回総会式次第

ジャンジャンクラブ
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■’91京都デザイン優品選定事業（第2回）
■創立25周年･社団法人10周年
特別記念事業

■｢情報誌｣出版事業
■’92京都デザイン会議
主催／京都デザイン関連団体協議会（12団体）
会期／平成4年3月7日（土）
会場／京都市国際交流会館
参加者／約200名
テーマ／新･建都のデザインを考える｢京都美観醜観論｣

■（社）京都デザイン協会25周年記念出版
「キョートイメージ1992」
1992年3月31日発行

■第30回京都デザイン大賞コンペ
テーマ／手の発言

■当協会会員展
テーマ／京のかたち'91
会期／平成3年12月21日（土）～23日（祝）
会場／日図デザイン博物館

■京都デザイン大賞コンペ第30回記念　特別セミナー開催
テーマ／クリエーター放談｢手は口ほどに物をいい｣
会期／平成3年12月23日（月祝）
会場／日図デザイン博物館

■ファッション京都ネットワーク推進事業　参画
■第15回WCCアジア総会&アジア･太平洋工芸会議 ’91京都
参画

■第3回国際テキスタイルコンペティション　―京都―　参画
■国際デザイン･コンベンション ’91 ―兵庫―　参画
■国際デザイン･コンベンション ’91 ―九州―　参画
■国際デザイン展 ’91に協力･参画
■平安建都1200年記念
｢KANSAI YAMAMOTO･FASHION+ARTS｣に協力､参画

■受託事業
●滋賀県産地活性化推進事業
期間／平成3年4月̃平成4年3月末
実施機関／浜縮緬工業協同組合
●’92 made in KYOTOベストデザイン賞事業

■KDAサロンの開催｢KDAシネマサロン･ラブシーン特集｣
■KDAサロンの開催｢KDA年忘れかくし芸大会｣
■当協会都市美観研究会
■受託京都市パイロット･ショップに運営協議会委員として
協力､参加

■京都府中小企業対策協議会に委員として協力､参加
■（社）京都デザイン協会NEWS発行
■（社）京都デザイン協会　マメまめ短信（FAXによる通信）発行
■広報対象団体･個人の名簿整理･調査

1992～1993
平成4年4月～5年3月　理事長　本郷大田子

■（社）京都デザイン協会25周年記念式典
京都デザイン賞授与式

会場／京都ブライトンホテル
会期／1992年5月13日（土）

■第1回（社）京都デザイン協会文化ナイトフォーラム｢サウ
ンドスケープ in 三千院｣開催
会期／1992年9月19日（土）
会場／大原･三千院境内｢往生極楽院｣
参加者／約300名

■記念事業報告
●ベストマーク1200｢KYOTOベストマーク集｣発行
｢印｣サインの編集発行
発行年月日
1992年12月10日

■KDAサロンの開催
■1992フェアウェル･KDAライブ&パーティ
■第31回京都デザイン大賞指名コンペ
テーマ／｢布｣

■ヒューマンデザインコンペ ’92 共催
■ファッション京都ネットワーク推進事業　参画
■第5回国際デザイン･キャンプ ’92 ―松本―　参画
■国際デザイン･コンベンション ’92 ―新潟―　参画
■国際デザイン･コンベンション ’92 ―広島―　参画
■受託事業
●Made in KYOTO’93 ベストデザイン賞
主催／京都府
会期／1993年3月11日（木）～16日（火）
会場／京都クラフトセンター

■京都市パイロット･ショップ運営協議会委員として協力､参加
■京都府中小企業対策協議会に委員として協力､参加
■（財）平安建都千二百年記念協会行催事検討部会に委員とし
て協力､参加
■（社）京都デザイン協会　NEWS発行
■（社）京都デザイン協会　マメまめ短信（FAXによる通信）発行
■（社）京都デザイン協会　KDA Letter
■地域デザイン会議 ’93｢京都デザイン会議｣
主催／財団法人日本産業デザイン振興会､京都デザイン関連
団体協議会（12団体）
会期／1993年3月23日（火）･ 24日（水）
会場／国立京都国際会館　ルームA他
参加者／約500名
テーマ／京都デザインルネッサンス―地域から世界へ―

1993～1994
平成5年4月～6年3月　理事長　本郷大田子

■第1回(社)京都デザイン協会賛助会員交流フォーラムの開催
テーマ／デザインは魔法のランプか
会期／1993年6月4日（金）

■第2回（社）京都デザイン協会文化フォーラム｢サウンドス
ケープin東山･高台寺｣の開催
テーマ／夢ひびき



会期／1993年11月13日（土）
会場／東山･高台寺（方丈）

■Made in KYOTO ’94京都デザイン優品選定事業
主催／京都府（選定商品展）
会期／1994年3月10日（木）～15日（火）
会場／京都クラフトセンター

■第32回京都デザイン大賞コンペ
テーマ／｢自分自深｣
｢平安建都1200年記念｣特別事業
大晦日に､羽織袴で平安神宮へ参拝｡

■ヒューマンデザインコンペ ’93 共催
■’94京都デザイン会議の開催（京デ協）
主催／京都デザイン関連団体協議会（12団体）
会期／1994年3月19日（土）
会場／国立京都国際会館　ルームD他
参加者／約200名
テーマ／人類はどこへむかっているのか

―いまデザインを考える―

■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■京都市パイロット･ショップ運営協議会委員･商品選考委員
会委員として協力､参加
■京都府中小企業対策協議会に委員として協力､参加
■京都府デザイン振興対策協議会に委員（副会長）として協力､参加
■21世紀の障害者福祉を考える懇談会に委員として協力､参加
■（財）平安建都千二百年記念協会行催事検討部会に委員とし
て協力､参加

1994～1995
平成6年4月～7年3月　理事長　本郷大田子

■平安遷都1200年記念
■第3回（社）京都デザイン協会文化ナイトフォーラム
｢夢あかり in 高台寺｣
テーマ／夢あかり
会期／1994年10月16日
会場／東山･高台寺（方丈）

■京都国際デザイン祭（’95京都デザイン会議）
主催／京都デザイン関連団体協議会（12団体）

共催／ファッション京都推進協議会､ACCD（アジア）建設
推進会議

会期／1994年10月23日（日）～25日（火）
会場／国立京都国際会館大会議場
参加者／約1,500名
テーマ／心地よさの予感

―デザインシャワーを浴びて―
〈23日〉｢挑発するデザイン―イタリア･京都｣空間と環境
〈24日〉｢反発するデザイン―パリ･京都｣都市と創造

〈25日〉｢爆発するデザイン―アジア･京都｣創造の発見

■社団法人京都デザイン協会
新・ロゴマーク決定

■ヒューマンデザインコンペ’94共催
■Made in KYOTO’95京都デザイン優品選定事業
■ファッション京都推進協議会ネトワーク事業参画
■京都市パイロット･ショップ運営協議会委員･商品選考委員
会委員として協力､参加

■京都府中小企業対策協議会に委員として協力､参加
■京都府デザイン振興対策協議会に委員（副会長）として協力､参加
■21世紀の障害者福祉を考える懇談会に委員として協力､参加
■（財）平安建都千二百年記念協会行催事検討部会に委員とし
て協力､参加

■国際紙シンポジウム’95に委員として協力､参加
■ACCD（アジア）建設推進協議会に幹事として協力､参加
■受託事業
●｢ふれんど京都府バッジ｣のデザイン作成に関する協力
●京都府伝統工芸品に係わるロゴタイプ､シンボルマーク
及び指定証書のデザイン制作

■第1回KDAサロン｢年忘れ手造りサロン｣
会期／1994年12月26日（月）
会場／文斎窯

■Made in KYOTO
’94京都デザイン優品選定事業
主催／京都府（選定商品展）
会期／1995年3月9日（木）～14日（火）
会場／京都クラフトセンター

■第33回京都デザイン大賞コンペ
テーマ／｢京都スタイル｣
主催／京都市､（社）京都デザイン協会､京都商工会議所
会期／1995年1月4日（水）～10日（火）
会場／祇園ABLホール

■第2回KDAサロン｢松本酒造（日出盛）蔵元･新酒をいただく会｣
会期／1995年3月11日（土）

1995～1996
平成7年4月～平成8年3月　理事長　本郷大田子

■サロンの開催
●第1回陶芸サロン
会期／1995年4月1日（土）
会場／文斎窯
●祇園祭・町家サロン
会期／1995年7月14日（金）
会場／無名舎（吉田孝次邸）

■第1回ミニフォーラム
「縦・ヨコ・ななめ」の開催
主催／（社）京都デザイン協会
会期／1995年9月7日（木）
会場／祇園ABLホール会議室
テーマ／「メディアデザインのゆくえ」

13
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■第4回(社)京都デザイン協会文化ナイトフォーラムの開催
主催／（社）京都デザイン協会
テーマ／八代亜紀の唄をデザインする
会期／1995年10月15日
会場／上七軒歌舞練場

■第34回京都デザイン大賞コンペ
テーマ／「京都スタイル」
主催／京都市、社）京都デザイン協会、京都商工会議所
会期／1996年1月4日（水）～10日（火）
会場／祇園ABLホール

■Made in KYOTO'96京都デザイン優品選定事業
主催／京都府
〈選定商品展〉
会期／1996年3月7日（木）～12日（火）
会場／京都クラフトセンター

■KDA会員展の開催
主催／ (社)京都デザイン協会
会期／1996年3月11日（月）～17日（日）
会場／みすやギャラリー
テーマ／「顔」陶板

■’96京都デザイン会議の開催(京デ協)
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／1996年3月30日（土）
会場／高台寺「方丈の間」
テーマ／「技のストックーデザインの夢ー」

■ヒューマンデザイン大賞コンペ '95 共催
■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　協力、参加
■京都府中小企業対策協議会に委員として協力、参加
■京都府デザイン振興対策協議会に委員（副会長）として協力、参加

1996～1997
平成8年4月～9年3月　理事長　本郷大田子

■KDA創立30周年､社団法人化15周年 in 特別記念事業
会期／1996年12月10日（火）～15日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢キョートデザイン30･愛と優しさ―Creation & Mind―｣
●創立30周年記念式典

●第5回京都デザイン賞の選定｢京都発のデザインを誇ろう｣
●KDA公開シンポジウム
｢デザインとゴミの関係―パッケージから考える｣
●KDAテンセルコミュニケーション展
●KDAデザインショー展
●バリアフリーデザイン展

■Made in KYOTO ’97
京都デザイン優品選定事業

〈選定商品展〉
主催／京都府
会期／1996年12月10日（火）～15日（日）
会場／京都市勧業館｢みやこめっせ｣地下1F第1展示場

■第5回文化ナイトフォーラムの開催
主催／（社）京都デザイン協会
会期／1996年12月15日（日）
会場／京都市勧業館｢みやこめっせ｣地下1F大会議室
テーマ／｢夢ごこち｣デザインはジャンルを越える

■第35回京都デザイン大賞コンペ
主催／京都市､京都商工会議所（社）京都デザイン協会
会期／1996年12月10日（火）～15日（日）
会場／京都市勧業館｢みやこめっせ｣地下1F第1展示場

■’97京都デザイン会議の開催（京デ協）
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／1997年3月28日（金）
会場／旧､明倫小学校
テーマ／｢エコ･デザイン―しまつは蘇るか｣

■奥越地場産業活性化事業

■ヒューマンデザイン大賞コンぺ ’97 共催
■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■第5回国際テキスタイルコンペティション’97 参画
■京都市パイロット･ショップ運営協議会委員･商品選考会委
員会委員として協力､参加
■京都府中小企業対策協議会に委員として協力､参加
■京都府デザイン振興対策協議会に委員（副会長）として協力､参加
■KDAサロン
■KDA会員活動委員会
●バリアフリーデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会

1997～1998
平成9年4月～10年3月　理事長　本郷大田子

■Made in KYOTO ’98 京都デザイン優品選定事業
〈選定商品展〉
主催／京都府
会期／1997年12月4日（木）～9日（火）
会場／京都クラフトセンター

■文化ナイトフォーラムの開催
会期／1997年12月5日（金）
会場／上七軒歌舞練場
テーマ／芸歴50周年記念｢露の五郎　話芸を楽しむ夕べ｣

テンセルコミュニケーション展

田中一光氏
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■地球温暖化防止京都会議開催記念
｢地球環境ポスターデザインフェア｣
第36回京都デザイン大賞コンペ･ポスター大賞展
主催／地球温暖化防止京都会議支援実行委員会 ､京都市､京
都商工会議所 ､（社）京都デザイン協会
会期／1997年12月9日（火）～14日（日）
会場／日図デザイン博物館

■第2回KDA会員展
主催／（社）京都デザイン協会
会期／1998年2月24日（火）～3月1日（日）
会場／志摩画廊

■’98京都デザイン会議の開催(京デ協)
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／1998年3月27日（金）
会場／京都市勧業館｢みやこめっせ｣地下1F大会議室
テーマ／｢こころ｣―夢は未来の予行演習2020―

■ヒューマンデザイン大賞コンペ ’97 共催
■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■KDAサロンの開催
■KDA会員活動委員会
●バリアフリーデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会

1998～1999
平成10年4月～11年3月　理事長　本郷大田子

■Made in KYOTO ’99 京都デザイン優品選定事業
〈選定商品展〉
主催／京都府
会期／1998年12月17日（木）～22日（火）
会場／京都クラフトセンター

■第37回京都デザイン大賞コンペ
主催／京都市､京都商工会議所（社）京都デザイン協会
会期／1998年12月9日（水）～13日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／伝統とデザイン

京都スタイル

■露乃五郎兵衛碑建立事業
主催／（社）京都デザイン協会
会期／1999年1月30日（土）
会場／北野天満宮内

■第7回文化ナイトファーラムの開催
会期／1999年2月10日（火）
会場／ART COMPLEX1928 
テーマ／｢京の洋館VS京の町家｣

■第3回KDA会員展
会期／1999年3月23日（火）～3月28日（日）
会場／同時代ギャラリー

■’99京都デザイン会議の開催（京デ協）
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／1999年3月27日（土）
会場／京都市勘業館

｢みやこめっせ｣
地下1F大会議室

テーマ／｢1900年代までのデザインを振り返って､そして明日を｣
―今日までのデザイン明日のデザイン―

■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■京都市パイロット･ショップ運営協議会委員･商品選考会委
員会委員として協力､参加

■国際テキスタイルコンペティション運営委員会委員に共催
団体として協力､参加

■KDAサロン
■協力事業
●京都府デザイン振興対策協議会
●アメニティ･デザイン･フォーラム

■KDA会員研究委員会
●バリアフリーデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会

1999～2000
平成11年4月～12年3月　理事長　本郷大田子

■京都優品
デザインバイブル発行

■京都デザイン資源活用普及事業
■第38回京都デザイン大賞コンペ1999 
主催／京都市､京都商工会議所（社）京都デザイン協会
会期／1999年12月9日（木）～12日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢伝統とデザイン･21世紀の京都｣

■’00京都デザイン会議の開催（京デ協）
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／2000年3月30日（木）
会場／知恩院山門下
テーマ／｢京都をいっぺん診なおそう｣

■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■国際テキスタイルコンペティション運営委員会委員に共催
団体として協力､参加

■KDAサロン
■KDA関連デザイン団体との親睦交流
■受託事業
●奥越地域繊維産業集積活性化事業

■KDA会員研究委員会
●ユニバーサルデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会
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2000～2001
平成12年4月～13年3月　理事長　本郷大田子

■第4回KDA会員展
会期／2000年4月4日（火）～4月9日（日）
会場／同時代ギャラリー

■京都デザイン優品2001選定事業
主催／京都府､（財）京都府中小企業振興公社､（財）京都府
産業情報センター
審査日／2000年10月17日（火）
会場／京都リサーチパーク 選定数　76点

■第39回京都デザイン大賞コンペ2000
主催／京都市､京都商工会議所､（社）京都デザイン協会
会期／2000年11月3日（金）～5日（日）
会場／日図デザイン博物館
テーマ／｢創造新世紀｣―Towards the Century of Creative Imagination―

■受託事業
●奥越地域繊維産業集積活性化事業
主催／（財）奥越地域地場産業振興センター
会期／2000年11月10日（金）～16日（木）
会場／京都駅ビル室町小路広場
テーマ／「和紙布」

■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■くろちくサロン
第1回
日時／2000年8月11日（金）
テーマ／｢京の若者｣ ―伝統との葛藤､守るか攻めるか―
第2回
日時／2000年10月5日（木）
テーマ／｢祭りのデザイン｣
第3回
日時／2000年11月29日（木）
テーマ／｢アメリカのベンチャー事情｣ 

―京都は変われるか､その時デザインは―
第4回
日時／2000年12月27日（水）
テーマ／｢京のしきたり･正月迎え｣ 21世紀

―京の伝統は消えるのか―
第5回
日時／2001年1月29日（月）
テーマ／｢京の味覚､伝承の味｣ 

―京の名産は本当か､21世紀は変わるのか―

■’01京都デザイン会議の開催(京デ協)
主催／京都デザイン関連団体協議会（11団体）
会期／2001年3月28日（水）
会場／ART COMPREX 1928
テーマ／｢21世紀のデザインは私が創る｣
―学生･若手クリエイターの主張―

■KDA会員研究委員会
●ユニバーサルデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会

2001～2002
平成13年4月～14年3月　理事長　本郷大田子

■KDA会員展
●第5回KDA会員展
会期／2001年4月17日（火）～4月22日（日）
会場／同時代ギャラリー
●第2回KDAチャリティー作品版画展

■第1回京都デザインビエンナーレの開催準備
主催／京都市､京都商工会議所､ 

（社）京都デザイン協会
テーマ／｢伝統とデザイン｣

（京都から世界へ向けて）
会期／2002年11月22日（金）～24日（日）
会場／日図デザイン博物館

■京都デザイン優品2002選定事業
主催／京都府､（財）京都産業21､ （社）京都デザイン協会
審査日／2001年9月20日（木）
会場／成安造形短期大学
選定数／69点（36社）

■KDAサロン
■KDA春季親睦会
■くろちくサロン
第1回
日時／2001年6月30日（土）
場所／祇園くろちくビル4階
テーマ／「東京事情」
第2回
日時／2001年9月26日（水）
場所／（協）和座百衆
テーマ／「デザインビジネスを探る｣
第3回　
日時／2002年3月28日（木）
場所／京都西陣町家スタジオ
テーマ／「ブロードバンドによる京都からの情報発信｣

■KDA会員研究委員会
●ユニバーサルデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会
●第1回国際交流委員会
会期／2001年7月6日
会場／おおたや
テーマ／「アジアンネットワークへの道｣
●第2回国際交流委員会
会期／2001年10月14日
会場／京都市国際交流会館
テーマ／「アフガニスタンの現況報告｣

■KDA会員展
●第6回KDA会員展
会期／2002年3月26日（火）～3月31日（日）
会場／ギャラリー｢カト｣
テーマ／俳句を版画で表現
●第3回（善意の輪）KDAチャリティー作品展
出品数／20点
寄贈先／社会福祉法人東九条のぞみの園、島原のぞみ支援センター
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■’02京都デザイン会議（京デ協）
主催／京都デザイン団体協議会（11団体）
会場／上七軒｢くろすけ｣（町家）
テーマ／デザイナーズコラボレーション（つなぐ）

■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■受託事業
●奥越地場産業振興事業

2002～2003
平成14年4月～15年3月　理事長　本郷大田子･久谷政樹

■京都デザイン優品2003選定事業
主催／京都府､ （財）京都産業21､ （社）京都デザイン協会
審査日／2002年10月19日（土）
会場／京都市立芸術大学
選定数／48点（38社）

■第1回京都デザインビエンナーレ2002
主催／京都市､京都商工会議所､ 

（社）京都デザイン協会
テーマ／「伝統とデザイン｣ ―京都から世界へ向けて―
会期／2002年11月22日（金）～24日（日）
会場／日図デザイン博物館

■KDA京町家くりえいてぃぶサロン
第1回
日時／2002年7月26日（金）
テーマ／「中国雑談議｣
第2回
日時／2002年10月28日（金）
テーマ／「コカ･コーラのわが国に於ける広告戦略｣
第3回
日時／2002年11月16日(土)
テーマ／「京町家で癒しのこんさーと｣
内田奈織ハープ＆ピアノ
第4回
日時／2003年1月25日（土）
テーマ／「京町家で(竹の篭)を手作りする(ものづくり教室)｣

■京都デザイン優品2004選定事業
主催／（社）京都デザイン協会
公募期間／2003年2月10日締め切り
審査日／2003年3月27日（土）
会場／京都市立芸術大学
応募数／142点（74社）
選定数／54点（38社）
○京都デザイン優品相談会
日時／2002年9月より6回実施
会場／京都西陣町家スタジオ

■’03京都デザイン会議（京デ協）
主催／京都デザイン団体協議会（11団体）
会場／上七軒｢くろすけ｣（町家）
テーマ／デザイナーズコラボレーション（つなぐ）

■KDA新春会員交流会
■KDA会員交流会
■ファッション京都推進協議会ネットワーク事業　参画

■KDA会員研究委員会
●ユニバーサルデザイン研究会
●エコデザイン研究会
●デジタルコミュニケーション研究会

2003～2004
平成15年4月～16年3月　理事長　久谷政樹

■奈良デザイン協会との交流会
◎第１回
日時／2003年4月5日（土）
会場／重森三玲邸→祇園レストラン菊水→円山公園
◎第２回
日時／2003年7月12日（土）
会場／なら工芸館

■第1回京都デザインビエンナーレ東京展の開催
主催／京都市､（社）京都デザイン協会
テーマ／｢伝統とデザイン｣―京都から世界へ向けて―
会期／2003年8月26日(火)～30日（日）
会場／京都館（東京・赤坂・アーク森ビル）

■KDA京町家くりえいてぃぶサロン
第1回
日時／2003年7月25日（金）
テーマ／「21世紀の新しい波を京都から！」
講師／南澤　弘
会場／京都西陣町家スタジオ
第2回
日時／2003年11月1日（土）
テーマ／「たのしい写真の撮り方」
講師／鳥山　生夫
会場／京都西陣町家スタジオ
第3回
日時／2003年11月22日（土）
テーマ／「篆刻を楽しむ」
講師／傅　魏
会場／京都西陣町家スタジオ

■京都伝統産業青年会とのコラボレーション
テーマ：「技と心」～伝わりそして伝える～

《あかりプロジェクト》
会期／2003年11月1日（火）～24日（月）
会場／青蓮院門跡

■KDA会員展
会期／2004年1月29日（木）～2月4日（水）
会場／メディックムツミ堂フォトギャラリー
テーマ／「デザイナーが捉えた・きょう de サイン」

■KDA新春会員交流会
日時／2004年1月29日（木）
会場／アサヒビアレストラン「スーパードライ」

■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■KDA会員研究委員会
●ユニバーサルデザイン研究会
●エコデザイン研究会

■’04京都デザイン会議（京デ協）
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2004～2005
平成16年4月～17年3月　理事長　久谷政樹

■春の懇親ゴルフコンペ
日時／2004年4月9日（水）
会場／信楽カントリー

■京都デザイン優品2005選定事業
主催／（社）京都デザイン協会
公募期間／2004年11月19日締め切り
審査日／2004年12月18日（土）
会場／京都市立芸術大学
応募数／108点（53社）
選定数／28点（19社）
○京都デザイン優品相談会
日時／2004年5月より10回実施
会場／京都西陣町家スタジオ

■京都伝統産業青年会とのコラボレーション
テーマ：「京・伝・産・青」
会期／2004年11月19日（金）～23日（火）
会場／青蓮院門跡

■室町プロジェクト
室町の将来を危惧する一部の企業からの要請により、プロ
ジェクトを立ち上げ。
今期はヒアリングを主体として各社との事前会議を持ち、
次年度には推進母体を具体的に進めていく

■KDA会員展
会期／2005年1月24日（月）～2月1日（火）
会場／新風館3Fトランスジャンル
テーマ／デザイナーが捉えた

きょう de サイン
「私の好きな京都・嫌いな京都」

■KDAサロン
第1回京都デザイナー交流会
日時／2004年8月27日（金）
テーマ／めざめよ！デザイナー達

「残夏の夜のデザイナー交流会
参加者／48名
第１部記念講演「京都のデザインを考える」

KDA理事長　久谷政樹
第２部交流会パーティー
会場／リーガロイヤルホテル
第2回京都デザイナー交流会
日時／2005年1月28日（金）
テーマ／デザイナーが捉えた

「好きな京都、嫌いな京都」
参加者／74名
第１部新春パネルディスカッション

「好きな京都、嫌いな京都」
第２部交流会パーティー
会場／新風館レストラン「hafuu･･」

■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■ 近畿圏デザイン協会
◎第１回事業交流会
日時／2004年5月30日（日）

会場／レストラン萬京
◎近畿圏デザイン協会第１回研究交流会実行委員会
日時／2004年10月9日（土）
◎近畿圏デザイン協会第2回研究交流会実行委員会
日時／2004年12月11日（土）
会場／京都烏丸綾小路「かごの屋」
◎近畿圏デザイン協会第3回研究交流会実行委員会
日時／2005年3月19日（土）
会場／神戸市勤労会館

■奈良デザイン協会との交流会
◎奈良デザイン協会創立20周年記念事業参加
日時／2004年9月25日（土）
会場／奈良市男女共同参画センター
テーマ／これからの観光を考える

■’05京都デザイン会議の開催
日時／2005年3月11日（金）
会場／ウイングス京都
テーマ／京都型プロダクトデザインは成立するのか

■京（みやこ）のプロダクトデザイン
振興戦略研究事業

主催／（社）京都デザイン協会・京都デザイン関連団体協議会
テーマ／「京のプロダクトデザインを考える」シンポジウム
〈１部〉a プロダクトデザインの歴史と現代プロダクトデザイン

b 京都プロダクト業界の現状
〈２部〉c 京都のプロダクト関連企業の先進的取組みについ

てのパネルディスカッション
会期／2005年3月11日（金）
会場／ウイングス京都
参加者／33名

2005～2006
平成17年4月～18年3月　理事長　久谷政樹

■京（みやこ）のプロダクトデザイン振興戦略研究事業
京都市の京の伝統産業・元気応援事業認定
活動記録
［打合せ・研究会・シンポジウム］
2005年6月10日（金）～2006年3月17日（金）計6回
［KYOTO  STYLE事業企画参画］
2005年6月9日（木）～2006年2月15日（水）計4回
［デザイン優品事業参画］
2005年9月29日（木）～2006年3月24日（金）計6回

■室町プロジェクト
今期はヒアリングを主体として各社との事前会議を持ち、
次年度にはプロジェクト構想概要書を完成

■KDA会員展
会期／2005年10月17日（月）～23日（日）
会場／新風館3Fトランスジャンル
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テーマ／デザイナーがカメラで捉えた
「私の好きな京都・嫌いな京都」「京を観る」

平成16年度会員展作品秋田展
会期／2005年11月24日（木）～12月4日（日）
会場／アトリエももさだ・ギャラリー棟展示室

■KDAサロン
●第3回京都デザイナー交流会
日時／2005年10月23日（日）
第１部パネルディスカッション
第２部交流会パーティー
テーマ／「京都を観る」
参加者／47名
会場／新風館 3F イタリアンレストランZenetti
●第4回京都デザイナー交流会
日時／2006年2月18日（土）
会場／清水坂京料理「日月庵」

■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■京都伝統産業青年会とのコラボレーション
■近畿圏デザイン協会
◎神戸デザイナー協会NPO設立披露パーティー
日時／2005年12月3日（土）
会場／神戸市立こうべまちづくり会館
参加者／40名

◎神戸デザイン協会フォーラム開催
日時／2006年3月24日（金）
場所／神戸市勤労会館2階

■京都デザイン優品2006選定事業
主催／（社）京都デザイン協会
公募期間／2006年2月10日締め切り
審査日／2006年3月25日（土）
会場／京都市立芸術大学
応募数／115点（69社）
選定数／2点（20社）

■’06京都デザイン会議の開催
日時／2006年3月17日（金）
会場／京都西陣町家スタジオ大広間
テーマ／「プロダクトデザインの

現代の課題とその解決に向けて」

2006～2007
平成18年4月～19年3月　理事長　久谷政樹

■京（みやこ）のプロダクトデザイン振興戦略研究事業
■京都デザイン優品展
主催／（社）京都デザイン協会
会期／2006年10月22日（日）～26日（水）
会場／国立京都国際会館

■’07京都デザイン会議の開催
日時／2006年10月23日（月）
会場／京都国際会館イベントホール
テーマ／「京都とユニバーサルデザイン」

■室町プロジェクト
17年に完成させた室町プロジェクト構想概要書の周知

■KDA会員展
会期／2006年11月20日（月）～24日（金）
会場／新風館3Fトランスジャンル
テーマ／デザイナーがカメラで捉えた「鴨川一景」

■KDAサロン
●第5回京都デザイナー交流会
日時／2006年8月26日（木）
参加者／45名
会場／リーガロイヤルホテル「桜の間」
●第6回京都デザイナー交流会
日時／2007年1月25日(木)
会場／ライブハウス「ケントス」

■KDAデザイン教室
■ファッション京都推進協議会シンポジウム事業　参画
■京都伝統産業青年会とのコラボレーション
■ 近畿圏デザイン協会
◎近畿デザイン協会協議会実行委員会
日時／2006年5月14日（日）
会場／奈良中央公民階
◎堺デザイン協会総会及び懇親会
日時／2006年6月3日（土）
場所／堺市百舌鳥「もず野」
◎近畿圏デザイン協会協議会実行委員会
日時／2006年6月25日（日）
場所／堀川中立売「千龍」
◎近デ協合同発表会用冊子の編集、発行

2007～2008
平成19年4月～20年3月　理事長　久谷政樹

■京都デザイン協会創立40周年記念事業実行委員会　設立
（2007年4月設立）
■創立40周年記念式典（11月13日）
会場／ホテルモントレ京都

■創立40周年記念誌出版（11月13日）
■創立40周年記念会員展（11月12日～18日）
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主な

●壁
●カ
●カ
●海

（社
お問

安藤　藤子 

尾崎　　要 

鎌田芙詩子 

高井　一郎 

富家　宏泰 

西脇　友一 

藤田　頼伯 

本郷大田子 

南澤　　弘 

宮川万樹夫 

 

KDA  Member’s  Work
Special member

情
熱
と
い
う
名
の
才
能
。 

京
都
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
発
信
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 



尾崎 要 

インテリア・ファブリックス・デザイン 

Ozaki Kaname

真如苑 応現院 ご宝前 緞帳 

 真如苑 応現院 菩薩の間 

十一面観世音菩薩様背景 

 K.K. リリカラ 壁面（ビニール） 店舗用 

 

主な仕事 

●壁装 
●カーテン 
●カーペット 
●海外向けファニシング 

世界で活躍する 
日本のテキスタイルデザイナー 

戦後のテキスタイル（特にインテリア）の流れとして、い

くつかの要素がありますが、まずひとつはヨーロッパの先

進国の模倣から始まり、60年代～80年代高度経済成長期の

日本独特のインテリアデザインが確立され、壁装に関して

は日本でも襖のような伝統的な財産があり、現在の独自の

インテリアが出来ています。現在ではドイツのハイム展、

ベルギーのデコジット展、ニューヨークのサーテックス展

などで多くの日本人デザイナーが活躍しているのを見ます

と感慨深いものがあります。 

（社）京都デザイン協会事務局へ 
お問い合せ下さい。 
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西脇 友一 

大阪芸術大学名誉教授 

Nishiwaki Tomokazu

主な仕事 

●グラフィックデザイン 
●タイポグラフィックデザイン 
●公共・環境・スペースデザイン 

●名所・行事絵図のイラストレーション・出版 
●舞台美術・装置デザイン 

NISHIWAKI VISUAL DESIGN LAB.   
〒606-0026 京都市左京区岩倉長谷町8-2 
Tel・Fax 075-724-6585 
URL http://www.kyoto-design.net

読むための文字から［見る］［感じる］という 
和文独自の象形・表意性に焦点を絞り 
これに遊びごころもたせて制作したものが 
絵本形式による［和文タイポグラフィの試み］ 

1960年、［世界デザイン会議］開催の期に各界を代表する偉大なデザイナ

ーが多数く来日した。中でもJ・M ller-Brockmann（スイス）との会遇と以

後に続く親交は自己デザイン活動に大きな意識改革をもたらせた。 

［知］と［理］を骨格とした理念と表現は一分の隙もない清冽さゆえに魅了

され、スイスグラフィック・タイポグラフィに傾倒してゆくことになる。 

ただ、逆に日本語を軸とする我々にとって［和文タイポグラフィ］に奥深

い愛情と研究を重ねる必要性についての意義に思い至り、象形文字・表意

文字という特性をさらに見極めるべき責務を感じ、欧文の表音文字と対峙

させる意味からもこれに［遊びごころ］を付加し効果を高めるべく制作し

たのがこの［試み］であった。（因みにKDA発足数年前の作である） 

表意文字としての漢字の変体文字と 

銅版画との組合せ［魚河岸］ 

［和文タイポグラフィの試み］1962 

 

文字のうつりかわり 

古代絵文字から明朝体まで［暑中見舞状］ 

記号（約物）のみによる視覚的意味の表現 

［豆ごはん］ 

主

●グ
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深

と 

］ 

現 

主な仕事 

●グラフィックデザイン 
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本郷 大田子 

染色 

Hongo Taidenshi

主な仕事 

●虹染 
●染色工芸 
●きもの 

 

〒603-8081 
京都市北区上賀茂岡本町4（株）大田子 
Tel 075-701-8357 
Fax 075-722-5938 
E-mail teidensi@ff.iij4u.or.jp

色が彩を創る虹染の彩は 
古くて新しい日本の心である 

人が創りだすモノは、その人の歴史と切りはなせない。日

本の染色デザインはこの国の気候風土と、人々のくらしに

合せ、さまざまな工夫がくり返された。さらに他国からの

刺激、大陸中国から、近代は西欧からの文化刺激が丁度調

味料や、ほどよい香辛料となって、日本独特の味になった。

中でもその色彩感は、他の国には見られないデリケートな

色区分となり、日本の美意識の重要な要素となった。虹染

は古くて新しい日本のデザインである。 

連山朝ぼらけ 

富士の峰より 

高山寺紅葉 

流水山風 

春夏秋冬 

風 

主な

●建

（社）
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け 

 

南澤 弘 

工芸 

Minamizawa Hiroshi

”水辺の風景”ニューヨークのギャラリーショップに出展中 

植物のモチーフによる住宅の透かし扉 

鳥をテーマにした、レストランの入口の透かし扉、Ｒホテル（大阪） 

主な仕事 

●建築装飾 

（社）京都デザイン協会事務局へお問い合せください。 

 

鉄で画を造る仕事 
グローバル時代の京都の工芸 

二次元の絵画やグラフィックと違って、フォルムや線が總

て物理的構造を持たないと存在し得ないので、画と構造が

セメギ合った結果として良いデザインが出来あがる楽しみ

があります。造る物は門扉や階段、パテーションなどの建

築の装飾に特化したエレメントです。この仕事のルーツは

西欧ですが、日本の伝統工芸を受け継ぐ新しいシステムの

工芸です。今年からニューヨークにギャラリーを開いて、

常設でアッピールしています。 
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阿部　洋平 

井上　捷之 

上田　年子 

上原　公代 

大石　義一 

大入　達男 

大野　好之 

小川　長楽 

小川　富男 

小崎　幹太 

川口　凱正 

川村　和代 

官能　右泰 

熊谷　　實 

黒竹　節人 

合田　浩樹 

小山比奈子 

才門　俊文 

佐々浪昌夫 

高濱　　豊 

竹林　善孝 

田中　　聡 

樽家　紀治 

辻中　　進 

辻　　勇佑 

土居　英夫 

鳥山　生夫 

中尾　　博 

永田　義博 

名子　　昇 

奈良　磐雄 

橋本　繁美 

久谷　政樹 

傅　　　巍 

藤田　善規 

藤原　義明 

古川加津夫 

松原　　出 

松原　醇子 

元橋　一裕 

森木　保彦 

山岡　敏和 

大和　文昭 

吉田　治英 

KDA  Member’s  Work
Regular member

情
熱
と
い
う
名
の
才
能
。 

京
都
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
発
信
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 

時

伝

伝

ア

そ

自

い

発

確

DE
〒6
マ
Te
E-

主

ド

等

ン

に



時をデザインする 

井上 捷之 

テキスタイルインテリア 

Inoue Katsuyuki

伝えたいことがあるから　表現し、 

伝えたい世界があるから　デザインする。 

アナログであれ　デジタルであれ、 

それぞれを　技法として　 

自分のものとすること。 

いつだって　NEXT STAGEに向かって

発言すること。いつだって自分の位置を

確認しつつ。 

DESIGN SPACE 風 
〒606-8305 京都市左京区吉田河原町14 
マンハイム鴨川505 
Tel・Fax 075-762-1678 
E-mail kaze-inoue@md.neweb.ne.jp

主な仕事 

ドイツ・ベルギー・イタリア・アメリカ

等で、インテリア用サーフェイスデザイ

ンを発表。メーカーを通じて、世界各国

に展開。 

KAZE

夏の花 
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上田 年子 

ファッションデザイン 

Ueda Toshiko

愛 火の鳥 ストラビンスキー“火の鳥”のイメージ 

大きくゆれるジョーゼット 

“時”のうつろいを見つめて─リズムに生きる 

オペラで描くファッション─ラヴ  シンフォニー 

ファッションカンタータ from KYOTO  雛形あきこ 

愛 小夜曲 黒のシルクスーツ　胡蝶蘭を覗かせて 

風と綴るよそおいのメロディ 

主な仕事 

●上田年子デザイン研究所 服飾デザイン指導 

  オートクチュール  プレタポルテ受注 
●京都服飾デザイナー協会会員  名誉理事長 
●茶道指導（宗年）淡永会所属 

  月釜含翠会 泉涌寺大石内蔵助茶室 来迎院 

〒604-8004 京都市中京区三条通木屋町 
東入ル中島町98（御所飴ビル） 
Tel 075-241-1831　Fax 075-223-2134

伝統歴史から溢れる感性と技術 
新しい京都デザイン発信を！ 

ファッション、服装の流れは時代の歴史を作り文化を表現し

ます。戦後60年、過去につちかわれた礼儀、道徳は失われ、

人のみが作り得る衣、食、住の文化はお粗末の氾乱となり、

着ればよい、食べれば、住めば安ければと智も美も失った悲

しい現実、しかしやがてはあきて感性豊かな心あたたまるを

求める時代となりましょう。物創りは楽しい苦労の生涯です。

芸術文化の奥深い宝庫を人に、物に、今なお多く持つ京都よ

り、新しいデザインを発信しましょう。 

 

わ　ざ 

そう とし 

セレナード  

主な

●空

 （イ
●服

 （企
●教

（社
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上原 公代 

空間ディスプレイ・服飾デザイン 

Uehara Kimiyo

宝飾、メガネ店ウインドー 

テキスタイル社の展示会 

素材展ステージ 

主な仕事 

●空間ディスプレイ 

 （イヴェント、ハウスコーディネイト：展示会） 
●服飾デザイン 

 （企画、デザイン、製作、ブランドの発進） 
●教育・講習 

歴史ある佳き物を 
新しい感覚で京の空間に生かしたい 

デザインの世界に於ても、近年急に時代の進化、生活形態

の変化により画一化され、より速く、より過激にと言う傾

向が強い様に思います。そんな中で「京都人」として京都

文化の心を大切に「らしい」（京都人らしい）（私らしい）企画、

デザインを心掛けています。又古き物を新しい中へ、新し

き物を歴史ある空間の中へ持ち込み、すこしずつでも、人

間本来の「心ある」空間を創造し、デザイン製作して行き

たいと希っています。 

（社）京都デザイン協会事務局へお問い合せください。 
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京都医療福祉専門学校（京都・宇治） 

Re-1st（京都・洛西） 

福田邸（岐阜・関） 

森邸（北海道・ニセコ） 

京都の建築空間への 
目覚めと望み 

大石 義一 

建築 

Oishi  Yoshikazu

人の行動には動機がいります。 

その動機は人の思い（こころ）に委ねら

れているようです。そのこころが活発に

なるのは、未来か、もしくは過去のこと

を思う時です。人は過ぎ去った世界の記

憶とこれから先きの世界の畏敬の念から、

今という世界を生きているのです。 

 

建築空間は人びとの記憶を覚醒させる装

置とも思っています。 

また、未来への畏れと願いを想像させる

装置でもあると。 

 

という意味では、京都の街の佇まいや建

築は深い記憶を鮮明に目覚めさせます。 

同時に未来の建築への高い望みを触発し

ます。 

それが建築計画への強い動機となって、人々

が願いや祈りを込めて今を生きていくた

めの空間づくりに繋がるものと思います。 

ARCHIT-LINE  Design Office 
〒606-8272　京都市左京区北白川山田町31-4 
Tel 075-791-6239 
E-mail office@archit-line.com

主な仕事 

●建築デザイン ●インテリアデザイン 

32



33



大野好之 

グラフィックデザイン 

Ohno Yoshiyuki

一筆束［裏具］ 

主な仕事 

●広告企画制作　●プロダクツ開発・販売 

GOODMAN INC. 
〒604-0882 京都市中京区高倉通夷川上ル 
福屋町735‐1 
Tel 075-255-1078 
URL http://www.uragu.com  
E-mail goodman@miracle.ocn.ne.jp

オリジナルの 
デザイン 

グラフィックデザインの世界は今、デザインテクノロジ

ーがビジネス的価値を失い、良くも悪くもエンタテーメ

ントの領域で評価されています。そこには情報の貼り付

け合戦が多く、情報をオリジナルにデザインする行為が

ないまま排出され廃棄されます。 

今、歴史や文化を継承することも大切ですが、過去を見

聞し新しい「オリジナルのデザイン」を提案することが

大切です。 

主

●陶
●楽

〒6
京
Te
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］ 

小川 長楽 

工芸 

Ogawa Choraku

　　黒茶　　銘「時雨」 

 緑華釉飾鉢　銘「松露」 

焼貫釉彩花入　銘「萩錦」 

主な仕事 

●陶芸 
●楽焼 

〒607-8322 
京都市山科区川田清水焼団地町4-7 
Tel 075-581-0425

精神性と実用性 

茶の湯の道具は、うまく点てられたらいいのではなく、用

途に適した調和が必要だ。茶席の内外の要素を含む背景の

もと、亭主と客が一体となって展開するドラマだけに、総

合的に調和がとれ、その要望にも応えられるものが基本で

ある。精神性と実用性を兼ね備えた、茶のために生まれた

　　。使い手と造り手の情報交換と、心の交流が茶の湯道

具の真髄ではないだろうか。近年、私は和歌に題材を求め 

て作品造りをするなかで、伝統の楽焼に独自の造形の世界

を拓かんと、創作を続けている。 

うちそと 
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京都のテキスタイル作家は 
新しい文化の構築をする 

小川 富男 

テキスタイルデザイン 

Ｏｇａｗａ Ｔｏｍｉｏ 

テキスタイルの歴史は古代から永い。 

それは生活の知恵であった、戦後50年テ

キスタイルは、この時代の文化となりえ

たのか 

　　 

近年素材の生産は東南アジア各國から物

量共に増す時代にあって、1990年代新し

いデジタルは繊維の組織と編物を開発し

て我国の地方の一部では若い作家達が世

界のコレクションで注目されている。 

京都のテキスタイル作家はこれからの半世

紀、新しい文化を構築出来るだろうか… 

明への道 

主な仕事 

●テキスタイルデザイン 
●イラスト／鉄道に関するもの 

〒606-0807 京都市左京区下鴨泉川町36-62

主

●照
●照
●新

（社
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小崎 幹太 

光 

Ozaki Kanta

光ファイバー星空天井　LED光源 

光のアーチ 

PHILKNOT マドンナ 

主な仕事 

●照明プロデュース 
●照明コンサルティング 
●新商品企画開発 

光で新しい空間をプロデュースします 

光りは、日進月歩　松明の荒々しい明かりから始まり最近

はLEDの急速な開発に導かれ発達し続けています。今日の

私たちの生活にはなくてはならないMONOにもなりました。 

これからは、光りそのMONOのデザインがもっと重要にな

ってくるのではないかと思っています。光りを作るEnergie

をEcologicalにし環境にも優しく、人にも優しい、デザイン

力の有る光りを創り続けていきたいです。 

（社）京都デザイン協会事務局へお問い合せください。 
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川口 凱正 

イラストレーション 

Kawaguchi  Gaisei

京都市立朱雀第一小学校 

創立百周年記念作品（講堂） 

京都市立朱雀第一小学校 

創立百周年記念作品（図書コーナー） 

主な仕事 

●グラフィックデザイン 
●イラストレーション 

〒616-8423 京都府京都市右京区 
嵯峨釈迦堂門前裏柳町35-4 
Tel・Fax 075-882-0393 
E-mail kawaguchi@kyoto-design.net

嵯峨野に暮らす自由人 

京都嵯峨芸術大学を引退後、嵯峨野に暮らす自由人です。 

朝には霞に煙る嵐山、昼には有栖の川のせせらぎを、夕に

は愛宕の風を感じながら創作三昧の毎日を送っています。 

主に、学校や病院、寺院からの依頼の作品を、ビジネスに

こだわらず自然体で制作しています。 

主
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） 

　 藍染魅力のひとつグラディーションを板締めで 

甲骨文「犬」糊置 

川村 和代 

染色 

Kawamura Kazuyo

主な仕事 

●藍染 
●服飾デザイン・パターン 

〒601-0261 京都市右京区京北柏原町ハブ23 
Tel・Fax 0771-52-0558

藍の魅力を京都から 

ピュアなブルーの魅力にとりつかれ、こ

の京北の杉木立の中に居を移し、由良川

流域の藍が京都府で最後の藍となって、

1925年に姿を消し、その後復活をかけ成

功させた塩見先生に手解きを受け、種を

いただき栽培「すくも」作り、科学薬品

を使用せず「すくも発酵建て」（アルカ

リ性の液の中で「すくも」の中の微生物

の働きによってインジコを還元させて染

める）による染色方法をしています。今

は独特の漢字篆書を色々な手法（特に手

描き）で表現しタペストリーのれんその

他製品を創っています。藍の産地も徳島・

西脇・沖縄・北海道・中国その他多山あ

りますが、京都の藍も中々よいブルーと

自負しています。藍は不思議な生きもの、

ご機嫌伺いしながら、こだわりの京都産

を創り続けていきたいと思っています。 
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官能 右泰 

グラフィックデザイン 

Kannou  Sukeyasu

AKT秋田テレビヒューマンドキュメント 

「デザインは国境のない言葉」主演／官能右泰 

水族館のロゴタイプ「男鹿水族館（秋田県）」 

デザイン団体のポスター「VIDAK+（韓国）」　 

和装ブランドのロゴタイプ「araiso（京都市）」 

納税キャラクター「税キッズ（秋田市）」 

主な仕事 

●公共デザイン ●キャラクターデザイン 
●ブランディングデザイン 

〒010-1632 秋田市新屋大川町12-3 
Tel 018-888-8135 
Fax 018-888-8109 
URL http://www.amcac.ac.jp  
E-mail kannou@amcac.ac.jp

エネルギッシュ韓国から 
KYOTOを再発見！ 

今や東アジアは世界のグラフィックデザインをリードする。

特に韓国はアジアのハブとして、全世界に情報発信する。

国策として育成されてきた韓国のデザイン産業は、輸出産

業の一翼を担う様になり、今もっともエネルギッシュに進

化する。その根底には地域の伝統文化と現代感覚のデザイ

ンとの調和がある。国際都市京都、地域都市としての京都、

何か共通点があるのでは…。そこから、エネルギッシュな

KYOTOが発見できるのではないか…。 
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熊谷　實 

テキスタイル・アート・デザイン 

Kumagai  Minoru

主な仕事 

●意匠アート・デザイン 
●テキスタイル・デザイン（図案） 
●インテリアアート 

〒603-8212 京都市北区紫野石竜町45-1 
Tel 075-495-3056 
Fax 075-495-3091 
URL http://www.cosmo-kumagai.co.jp 
E-mail ds@cosmo-kumagai.co.jp

人 に々アートで幸せな美の追求 

これまで幾世代にも渡って育まれ積み重ねられて来た日本

の意匠　伝統　心の伝承を鋭く斬新な感性でとらえ次世代

に向かっての楽しみと喜びを増幅させ今までの“衣遊感”“食

感触”“住空間”のデザイン創りの中をより広く深くよりグロ

ーバルなアートの美の追究、人々の幸せ作りのアートの追

求に専念いたします。 

「宙」（“07　京都市長作品） 

「水」（“03　経済産業大臣賞作品） 

「地」（“04　文部科学大臣賞作品） 

「天竜寺夢想能衣装」 
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黒竹 節人 

伝統意匠プロデューサー 
 

Kurotake Sadato

京おばんざい「百足屋」 

還暦祝賀能「船弁慶」於：金剛能楽堂 

くろちくブライダル 

主な仕事 

●建築プロデューサー 
●和雑貨製造販売 

株式会社くろちく 
〒604-8214　京都市中京区新町通錦小路上ル 
百足町380 
Tel 075-256-9393 
URL http://www.kurochiku.co.jp/

文化再生・文化継承 

文化は、無形と有形の相互交流により発展してきたもので

あり、先人達の知恵と工夫によって受け継がれた伝統であ

ると考える。 

近年、伝統文化は自分たちの日常とは別にあるといった意

識が広がりつつあります。文化を継承していく為には、次

の時代に受け入れられ人々の日常の中に存在することが重

要です。伝統に価値を見出し現代の生活に織り交ぜ、新た

な価値観を生み出せる使い手と創り手の感性を次の時代に

託し継ぐことが必要と考えます。 

上七軒「くろすけ」 

おしゃれ手拭いたおる 

木目込人形「花嫁さん」 

よみがえる京町家 

発行所：光村推古書院株式会社 

古伊万里ボーンチャイナ 

網代バック 
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やさしく、楽しいデザインを 
心がけています。 

合田 浩樹 

クラフト＆デザイン 

Gohda Hiroki

電子メディアの発達によって、日本国内

はもちろん世界はずいぶん身近になりま

した。その分それぞれの地方がもってい

た言葉や独自の文化が均一化し個性がな

くなりつつあります。日本文化の中心で

ある京都でさえ急速に東京化が進み、日

本文化の「代表選手」は怪しくなってき

ました。このような時代だけに、かなや

漢字、伝統文様など日本のデザインを大

事にしたいと思っています。 

電子メディアの発達によって、日本国内

はもちろん世界はずいぶん身近になりま

した。その分それぞれの地方がもってい

た言葉や独自の文化が均一化し個性がな

くなりつつあります。日本文化の中心で

ある京都でさえ急速に東京化が進み、日

本文化の「代表選手」は怪しくなってき

ました。このような時代だけに、かなや

漢字、伝統文様など日本のデザインを大

事にしたいと思っています。 

nanbanタンス 

wn2350

3Psof.

主な仕事 

無垢板クラフトショップ「森の工房inwood」経営 

森の工房inwood （有）G-styling 
〒601-0125 京都市北区中川川登46-1 
Tel 075-406-4123 
URL http://www15.ocn.ne.jp/̃inwood/ 
inwood@eos.ocn.ne.jp
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共感するデザイン 

小山 比奈子 

グラフィックデザイン 

Koyama Hinako

ＰＨＰ研究所発刊書籍装幀 

ＨＯＮＤＡ販促物 
Ｔｈａｔｓペーパークラフト 

KDA室町プロジェクト　ロゴマーク 

主な仕事 

●グラフィックデザイン 
●ブックデザイン 

株式会社ＰＨＰエディターズ・グループ 
〒6０１-84１１ 京都市南区西九条北ノ内町１１ 
ＰＨＰ研究所内 
Tel 075-６６２-１３１９  Fax 075-６６２-１３48 
E-mail koyama@peg.co.jp

デジタルにすっかり呑み込まれてしまった

昨今、機械的で無機質な表現を感じるよう

になり、見た目の美しさやデザイン性

ばかりを追い求め、編集者や読者の立場

でモノを見るということに欠けていること

に気付かされることがあります。 

作られた商品は、誰かだけのモノではなく 

制作に携わった仲間、そして、お客様をも

含めたみんなのモノであるということを

常に念頭におき、全体を鳥瞰図で見て、

感じ、考えることこそが、納得のいく良い

ものづくりへと導く“成功への指針”になる

と考え、共感するデザイン〈共に考え・

共に学び・共に作り・共に喜ぶ〉をコンセ

プトにものづくりに取り組んでいます。 

、 
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京都からの発信 
「伝統を踏まえた 
新しい豊かな暮らし」 

才門 俊文 

建築家 

Saimon Toshifumi

現代では、技術の発達により構造、意匠、

設備の分野において、一昔前では実現で

きなかったことが可能となりました。 

しかし果たして人々の生活は昔と比べて

豊かになったのでしょうか？ 

そもそも豊かな暮らしとは、どのような

ものでしょうか？ 

それを考えるヒントが「日本の伝統、京

都らしさ」にあると思います。 

私は豊かな暮らしとは、人間が本来持っ

ている五つの感覚（視覚、聴覚、嗅覚、

味覚、触覚）を十分に使える生活ではな

いかと思います。 

そして京都の伝統的な住まいにはまさに

それがあると感じております。 

これからの建築を考えるとき、日本の伝

統建築が培ってきたすばらしい技術、意

匠の表面だけを捉えてコピーするのでは

なく、それらを生み出した文化、風習に

まで掘り下げて見直し、尊重し、現代の

生活に合わせて役立てていくことが大切

です。 

私はそれを、ここ京都から世界に向けて

発信していきたいと思っております。 

Santa Maria Novella(Kyoto)

Santa Maria Novella(Kyoto)

文珠荘特別室テラス 

文珠荘特別室リビングルーム 

丹後の湯宿  ゑびすや  渡り廊下 

丹後の湯宿  ゑびすや  大正館ロビー 

主な仕事 

●茶室・数奇屋建築設計 
●社寺建築設計 ●住宅・店舗設計 

才門俊文建築設計事務所 
Toshifumi Saimon Architect 
〒616-8416 京都市右京区嵯峨大覚寺 
門前井頭町12-42 
Tel・Fax 075-864-0772 
E-mail t-saimon@wave.plala.or.jp
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肉体と精神に 
ここちよいデザイン表現 

高濱　豊 

グラフィックデザイン 

Takahama Yutaka

KDAが設立された1967年は、ちょうど

ボクらがデザインを志しはじめた頃で、

ポップカルチャーや学生運動の熱い時代

であった。日宣美が学生運動の煽りを受

けて解散したのもこの頃で、京都が学生

やクリエーターの多い自由な活動拠点と

して、日本のサンフランシスコといわれ

ていた。当時のヒッピーたちが提唱した

フラワームーブメントの精神は、京大西

部講堂や円山野外音楽堂でのロックコン

サート、ミュージカル「ヘアー」の上演な

どで花開き、京都が最も元気だった時代

かもしれない。 

みんな、この頃の連中もいい年になって

きて、若いときにはやや重く感じられた

京都の伝統や学芸、文化も、自然に理解

できる年頃になっている。あらためて、

肉体、プラス精神に、ここちよいデザイン

表現を表面上の"癒し"だけでなく、この熱

い精神世界を共感できる"大人のカルチャ

ー"として発信していきたい。 

カレンダー花の寺（大覚寺ギャラリー） 

 イラストレーション「ギータ・ゴヴィンダ」より 

（嵯峨芸大チャリティショー） 

主な仕事 

●広告制作・アートディレクション 
●京都嵯峨芸術大学短期大学部教員　 

高濱制作室 
〒530-0036　大阪市北区与力町7-11-606 
Tel 06-6352-7253　Fax 06-6352-7254 
URL http://www.ne.jp/asahi/takahama 
/yutaka/ 
e-mail takahama@mbox.kyoto-inet.or.jp
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竹林  善孝 
Takebayashi Yoshitaka

プロダクトデザイン 

竹林デザイン室 
〒603-1253   
京都市左京区八瀬近衛町723 
Tel 075-721-6838 
E-mail:ytake@circus.ocn.ne.jp

主な仕事 

●プロダクトデザイン 

●グラフィックデザイン 

なにわ自転車道サイン計画 

co・op化粧品　フリーリア 

三洋電機　電池パッケージ 

グリーンマップ　パンフレット 

SEIREN　製品パンフレット 

Kanebo Shahpray 

サンスター　フロスボックス 

京都からデザインは見えるか 

近年、多くのメディアのステレオグラフ的京都論が多くなり、

暮らしの行動全体が安易なカルチャー化へと流れていってい

る。職人的ものづくりが成熟・完成している京都でも、売れ

るものづくり至上主義という近代生産の意識構造がそうさせ

ているのかもしれない。本来京都商品はそんなものではない。

その日作ってその日に売りきってしまうという京都方式は、

実は絶対的な自信と、品質の信頼を裏切らないという客の立

場に立った考えであった。デザインの現場でもそういった思

想の流れの中で創造されてきた。未来を見据えた卓越したこ

のデザインの思いに立つことで見えるものがあると思う。 
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田中 聡 

グラフィックデザイン 

Tanaka Satoshi

　　 ニューズレター・フロネーシス（京都橘大学） 

装丁（平楽寺書店）　 

　 展示会案内状のためのイメージ（株式会社京都西川） 

主な仕事 

●グラフィックデザイン全般  
●ブックデザイン 

E-mail tsdesign@m4.dion.ne.jp

『日本デザイン』を京都から世界へ 

メディアの発達によって、日本国内はもちろん世界はずい

ぶん身近になりました。その分それぞれの国や地方がもっ

ていた言葉や独自の文化が均一化し個性がなくなりつつあ

ります。どこにでもある文化より一つひとつの地方に根ざ

す文化のほうが味があると思います。この小さな島国が育

てた、かなや、伝統文様など日本のデザインを大事にした

いと思っています。 

～ 
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樽家紀治 

着物デザインと制作 

Taruya Toshiharu

作品 1 

作品 2 

作品 3 

作品 4

主な仕事 

●創作着物 

〒604-8336 京都市中京区大宮通三条下ル 
Tel 075-821-1280

輝しく生きる女性達へ 
「今に生きる着物」を届けたい 

伝統・京都 

着物は日本の美しい文化。 

簡素でいて、表現豊か。着る人の内面を映し、職人の心意

気を表す、織り機の音が響く京都上京区西陣に生まれ、染

の町中京で育った自分。工芸・美術に携わる人間の密度が

濃いこの地域には伝統的に日本の美、ものづくりの姿勢が

生活の中に溶け込んでいる。その中で職人の感性と気質、

創造するよろこびを身につけていったと思う。新しい時代

を積極的に受け入れ更なる美を求めて洗練された「今に生

きる着物」を作り続けたいと思う。 
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ドローイング＋シルクスクリーン作品 

ふりそでカタログ／三松 

メンズウォッチカタログ／SEIKO

辻中 進 

グラフィックデザイン 

Tsujinaka Susumu

主な仕事 

●ビジュアルデザイン ●広告デザイン  
●絵画・版画 

古来より育んできた日本の文化から 
表現の礎を学ぶ 

私の表現領域は、仕事としてのビジュアルコミュニケー

ションでのデザイン分野と、絵画や版画における美術表現

分野に大別することができます。デザイン分野では「明確

な情報伝達とその表現」についてを常に追求していますが「表

現における品位」についても欠くことのできないテーマと

なっています。日本の多くの文化が息づく京都と関わるな

かで、文化となり得た仕組みや作法、思想などからその極

みを探り、私の表現領域へも生かせればと思います。 

（社）京都デザイン協会事務局へお問い合せください。 
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土居 英夫 

建築家 

Doi Hideo

主な仕事 

●建築に関する計画・設計および監理 

 

ディー・アーキテクツ 
〒602-8374 京都市上京区一条通御前西入ル 
二丁目下ル西町125 
Tel 075-464-0035 
URL http://www6.ocn.ne.jp/̃d-archi/ 
E-mail darchi@silver.ocn.ne.jp

現代建築における日本的空間を 
創造すること 

現代建築は、その殆どがモダニズムの影響を強く受けてい

ます。しかし我々は、それまで培われてきた日本における

伝統文化やその空間を大切にし、それらをモダニズムと融

合させることによって、新たな日本的空間を創造したいと

考えています。 

 

宇治の家／ファサード 

宇治の家／エントランスホール 

宇治の家／2階廊下 

 

  
水陣亭／ファサード 

 水陣亭／水庭 
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鳥山 生夫 

フォトグラファー 

Toriyama Ikuo

作品 

JRポスター 

作品 

主な仕事 

●コマーシャルフォト 
●ポートフォリオ 

トリヤマ フォト スタジオ 
〒607-8187 京都市山科区大宅石郡町120 
Tel 075-573-2127 
Fax 075-571-5939 
URL http://www10.ocn.ne.jp/ t̃oriyama/index.html 
E-mail toriyama_photo@mac.com

一瞬にこだわりたい！ 

アナログからデジタルへと変化し始めて10数年経過するに

つれ、感情が希薄になりつつある事が多く、自分なりのテーマ

として心がこもり、愛情あふれる感情を一瞬の時に表現で

きる様に努めて行こうと心がけております。 

好奇心と行動力、発見などが「見る人に感動や心に響く作

品作り」をと思っております。 

これからも、納得のいく作品作りが出来る様に、日々努力

を忘れない様に自問自答しながらシャッターを切る。 
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永田 義博 

グラフィックデザイン 

Nagata Yoshihiro

主な仕事 

●アドバタイジングデザイン　 
●グラフィックデザイン 

株式会社　日商社 
〒604-8187 京都市中京区烏丸御池東入ル 
第一生命ビル7F　 
E-mail nagata@nisshosha.co.jp

「なが       い、おつきあい。」 

1982年（昭和57年）に始まった「I LOVE 

KYOTO」キャンペーン。現在23年目に

突入しています。 

アドバタイジングの仕事をしていてこれ

程長きにわたるキャンペーンは他には経

験していません。 

京都を代表する広報活動として広く定着

しています。 

決して「I LOVE N.Y.」の亜流ではなく

地域に根ざした広報キャンペーンだと確

信しています。 

まさに京都ブランドの基本があると思います。 

 

ポスター　CL.京都銀行 
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いいものを創る 
コミュニケーションが 
今、不足しています 

名子　昇 

グラフィックデザイン 

Nago Noboru

いち早くデザインの重要性に着目し、独

自のデザインセンスを打ち立てた、いく

つもの企業体が、素晴らしい実績を残し、

どの分野の経営者もデザインの重要性を

実感しているのにもかかわらず、もの作

りに入ると多くの事業体では、優れたも

のが何なのかわからなく右往左往してい

るのが、現状です。 

それに対して明解な方策を打ち立てられ

ない各分野でのデザイナーの知力も問題

ですが、加えて、ユニークなものに着目

する洞察力・選択のセンスがマニュアル

化された組織には不足しているわけで、

それを埋めるのがデザイナーの力だと常々

思っています。もともとデザインには前

もって正解が用意されていません、ひら

めきに始まってそれをどう積み上げ、ユ

ニークなものに展開し市場展開させてい

くのか。そのためのいろんな人やものと

の深いコミュニケーションの必要性が、

IT万能で簡単レベルの情報配信をよし

としている現代に求められているように

思われてしかたありません。 

製品ロゴタイプ 

プライベートアートワーク 

施設・企業名ロゴタイプ 

文化施設カレンダー 

プライベートアートワーク 

書籍装丁 

邦楽演奏会ポスター 

製品カタログ 

 

NAGO デザイン事務所 
〒602-8771　京都市下京区堀川通五条上る 
柿本町571-209 
Tel 075-812-6497 
E-mail n-nago@ee.em-net.ne.jp

４ 

５ 

６ 

８ 

７ 

３ 

主な仕事 

●カタログ・ポスター・書籍装丁編集等プリント

メディアデザイン　●ロゴタイプ　 

1

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 
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町の色調 
街並み洗練で活性化 

奈良 磐雄 

ビジュアルデザイン 

Nara Iwao

朝もやのなかに目覚める京都市街　大景観 

騒色が町の品格を落としている　小景観 

 色調に配慮された町中心部のホテル外観　中景観 

主な仕事 

●ビジュアルデザイン 
●コミュニティデザイン 

奈良磐雄デザインラボ 
〒601-1366 京都市伏見区醍醐大構町20-21 
Tel 075-571-7569 
URL http://www.dd.iij4u.or.jp/̃nara/  
E-mail nara@dd.iij4u.or.jp

私は京都の街の色について調査・研究を

行い、京都の都市文化の向上を目指す市

民団体「街の色研究会・京都」のメンバ

ーとしても活動している。景観は、そこ

に住む人々の美的感性の集積とも言える。

景観を変えるのは、服を着替えるように

簡単にはいかないが、住民一人ひとりが

向上心を持ち、時間をかけて取り組めば

必ずできる。 

 

街の色の現状を確かめるため、今年１月

半ばの朝、将軍塚大日堂（京都市山科区）

境内にある展望台に立った。西の愛宕山、

冠雪でうっすら白くなった北山の峰々、

比叡山から手前の東山に至るまでの三方

を山に囲まれた盆地に、京都市街が箱庭

のように横たわる。京都の大景観を構成

する空、山並み、川、道路、ビル群、公園、

民家の屋根などすべてが朝もやに包まれ、

グレーのベールをかけたようにしっとり

落ち着いた色調だった。平安京が造営さ

れたころも、1200年の時を経た現在も、

朝もやにおおわれた大景観の色調はほと

んど変わらないだろうと思えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やがて日が射してもやが晴れると、ピン

トが合った風景写真のように景観の構成

要素の形、色彩がはっきり見えてきた。

市街地ビルの色調は全体的に少し色味の

ある明るめのグレー基調のものが多く、

中でも新築ビルの色調は古くからのもの

より一段と鮮やかさを抑え、単調になり

がちな壁面には凹凸による陰影を持たせ

ている。全体的に落ち着いた色調の風景

になってきている一方、それらとは対照

的に明るく鮮やかな色調のビルもいくつ

か存在し、全体のイメージが損なわれて

いる。それらが何なのかを詳しく見るた

め、中景観を構成する市街地中心部に移

動した。ひときわ違和感を放っていたも

のの正体は、ビル工事現場の囲い布、立

体駐車場や窓のない箱状ビルの巨大壁面、

大型看板などだった。 

 

触れられる距離にある小景観では、派手

な色調の看板や自動販売機、宣伝用のぼ

り旗などの乱立が目立つ。中心部繁華街

では他店との競争に勝つため、より派手

に、より大きく、より多くとの「仁義なき

戦い」が激しさを増し、その目的効果を

相殺してしまっているとともに、住む人や

訪問する人に不要な疲労感を与えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで京都市の景観への取り組みは、三

山周辺の風致地区に重点が置かれてきた。

21世紀はいよいよ、人間と街との関係が

複雑に絡み合った市街地中心部の「仁義

なき戦い」にも大ナタがふるわれる。地

域が一体となった新たな秩序創出、リノ

ベーションを行う好機だ。このリノベー

ションに秩序ある色彩作法を取り込み、

街の色合いに統一感を持たせれば街並み

は洗練され、周辺三山を含む京都全体の

景観価値は格段に向上するのではないか。 

 

そこで、京都ならではの街並み景観色「京

都カラー」を創設し、街の色調をある程度、

統一してみてはどうだろう。より洗練さ

れた新しい京都の姿を確かめようと観光

客が訪れ、活性化につながることは間違

いない。また、カラー創設にあたって市と

市民、市民団体が共同参画することで、

市民の間に景観への意識が高まる。景観、

街づくりについて共通の価値観にたどり

着くころには、京の街は都市としての成

熟度をますます上げていることだろう。 

 

京都新聞　「観光・京都おもしろ宣言」

2007年２月15日掲載の寄稿文を転載 
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人の心を動かす「ことば」。 
常に、コピーライターとして 
豊かな発想でパワー全開。 
 

橋本繁美 

グラフィックデザイン 

Hashimoto Shigemi

JAGDA出品ポスターWater For Life. 

環太平洋DESIGN出品ポスター手筒花火 

主な仕事 

●広告および販促の企画制作　●企画編集 

有限会社 橋本広告事務所 
〒600-8431 京都市下京区綾小路通室町西 
入ル善長寺町145番地 アヤーズ145ビル5F 
Tel 075-３４１-6076　Fax 075-３４１-6092 
URL http://www.hai -sh .com  
E-mail hai -sh@world.ocn.ne . jp
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久谷 政樹 

グラフィックデザイン 

Hisatani Masaki

ポスター（シルクスクリーン） 

年賀状原画 

ポスター（シルクスクリーン） 

ポスター個展（ディースギャラリー2003年） 

地下鉄東西線サインデザイン 

主な仕事 

●グラフィックデザイン　●サインデザイン 
●プロダクトデザイン　 ●インテリアデザイン 

久谷デザイン研究室 
〒606-8272 京都市左京区北白川山田町26-31 
Tel 075-701-4675 
Fax 075-701-4675 
E-mail hichan8800@yahoo.co.jp 
 

京都人の美意識は世界に通用する 

マリー・アントワネットが蒔絵に魅せられ、コレクション

したように。また、明治時代に来日したお雇い外国人フェ

ロノサが琳派を「世界最高の装飾芸術」と評価したように。

昭和始めにドイツから亡命したブルーノ・タウトが「泣き

たくなるほど美しい」と絶賛した桂離宮などのように。日

本人の美意識、いや京都人の美意識は世界に堂々と誇れる

ものである。京都という土地にいて仕事をすることに、最

近少しばかり自信がもてるようになってきた。 
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印文内容：文以拙進、道以拙成（篆刻で論語の句を表現） 

中國篆刻百家 

主な仕事 

●書 
●画 
●篆刻 

古典を守り 
斬新な作品を創る！！ 

傅　巍 

篆刻 

Fu Wei

人は言葉で自分の意思を伝達する。話す

言葉や手書き言葉や身ぶり言葉などさま

ざまの表現がある。篆刻とは刻す言葉で

ある。「方寸の内に森羅萬象を盛る」芸術

であると言れている。篆刻の基本は三法

があり一は字法（篆書体）二は章法（布置、

構成、デザイン）三は刀法（筆法）であり、

この三法をを守りながら作品を制作しな

ければならない。古文字の造形は実に多

彩で神秘的でありいつも何か新しい発見

をさせてくれる新鮮な魅力を持っている。

古典のにおいのする深遠な味わいを追求

しながら、新な技巧で飾ることが現代人

の課題となっている。思うようにならな

いものづくりの厳しさを痛感している。 

（社）京都デザイン協会事務局へお問い合せください。 
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藤原 義明 
Fujiwara Yoshihiro
グラフィックデザイナー 
パッケージデザイナー 
カリグラファー 

MEDIA WHITE CO.LTD 
〒600-8492 京都市下京区四条通新町東入 
月鉾町47-3 JK四条ビル4F 
Tel 075-251-6464 
URL http://www.kyo-media.net/ 
E-mail info@kyo-media.net

主な仕事 

●グラフィックデザイン全般・パッケージデサイン 

 

協同組合 京のほんまもん塾 ロゴ、マーク 

2007年度カレンダー「野菜の詩」 

きょうもらくらく 京都/滋賀の介護・医療 

ゴルフ人生 喜怒哀楽 グリーン珠玉小説 

デザインで 
金儲けより、人儲け 

貴方は何屋さんですか？人によく聞かれる

ことがある。イラスト描いたり、マンガ

描いたり、写真撮ったり、筆文字書いたり

しているから仕方が無いのかもしれないが、

おかげで器用貧乏とよく言われる。 

どうも世間では肩書きや職業によって

人を決めようとする傾向が強いらしい。 

デザイナーと言う響きの良い肩書きを

武器に、せっせと金儲けに勤しむよりも、

人に喜ばれるデザインをし、人との

出会いを大切にして「人儲け」をする

方が、自分の性に会っている。 

自分にとって創作活動とは、その活動を

通じてどんな人と出会えたかが大切で

あり、それが一番の宝物である。 

・  ・ 

・  ・ 

2 0 0 7  
CALENDAR

今
、時
代
が
求
め
て
い
る
も
の
、そ
れ
は
「
ま
ご
こ
ろ
」
で
す 

京
都
に
は
古
く
か
ら
伝
わ
る
す
ば
ら
し
い
食
文
化
が
あ
り
ま
す
。「
京
の
ほ
ん
ま
も
ん
」
は
、そ
ん

な
食
文
化
を
支
え
る
素
材
に
こ
だ
わ
り
、技
と
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、「
本
物
＝
あ
た
り
ま
え
」

を
め
ざ
す
食
品
メ
ー
カ
ー
が
集
い
、取
り
組
ん
で
い
る
京
都
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。 

時
代
が
ど
ん
な
に
変
わ
ろ
う
と
も
贈
る
側
の
心
が
伝
わ
る
物
、そ
れ
は
「
ま
ご
こ
ろ
」で
す
。
あ
く

ま
で
も
物
づ
く
り
の
本
質
を
追
求
し
て
ほ
ん
ま
も
ん
だ
け
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と
考
え
る
新

し
い
京
都
の
グ
ル
ー
プ
「
協
同
組
合 

京
の
ほ
ん
ま
も
ん
塾
」の
塾
生
が
提
案
す
る
、こ
れ
が
京
都

の
新
し
い
カ
タ
チ
で
す
。 
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古川 加津夫 

ビジュアルデザイン 

Furukawa Kazuo

ファッション環境学会誌　イラストレーション　2002

主な仕事 

●グラフィックデザイン 
●WEB 

 

 

〒612-0846  
京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町139-12 
Tel 075-642-0870 
E-mail：kazuo.furukawa@gmail.com

京都のデザイン運動―55年目の40周年 

日宣美展が始まって2年後の1952年、京都在住で活躍するグラ

フィックデザイナー数名が発起人となって、交流・研鑽・育成を主な

目的として、「京都商業デザイン協会」が発足。1955年に発足した

「京都商業美術家協会」と1956年4月合併し「京都商業美術協会」

が誕生した。その5年後には会員総数82名の団体となっていた。 

当時、協会の主なイベントは年１回デパートで行われる『京商美展』。

ポスター部門、新聞広告部門、自由作品部門を設けて、京都の

若きデザイナーの卵を数多く育てた。会員展の他、セミナー、例会、

部会での勉強会を積極的に行ない活発な活動を展開した。こう

いった京都のデザイナーの取り組みは、1967年の京都デザイン協

会設立の足がかりとなっていく。 

55年前に京都から発したデザイン運動は、今もその流れを絶や

すことなく歩み続けているようである。 
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松原  出 
Matsubara Izuru

パッケージデザイナー 

主な仕事 

●パッケージデザインの企画・製作 

持続・継続・熟成 
熱し易く冷め易い（醒） 

一世紀も前に作られた道具や製品が

現代でも使われ、愛されているものが

ありますが、現代生まれたものが100年後の

生活の中で愛着をもって使われるものが

あるでしょうか？ 

 

本来、私の好きな、自動車のデザイン

にしてもそれがあります。目まぐるしく

外形や性能は変りGood designとか云われ

ていますが、私の目から見て（特に日本の

車）一台もほしいものはありません。 

目先の情報や消費者ニーズを片寄った

評価を元にコンピュータで割り出し

作られたものばかりで私の考える永く

愛され、使い続けられると云う考えは

なく、消費し回転させる事が最大目的＝

もうけになっています。企業のモラルが

低下し短期短期で物が流れて行く事に

大きな危機感を覚えます。 

アレンジフラワーのためのオール紙製ピアノ 

縮尺1/3の紙製琴 

和の香箱 
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松原 醇子 

服飾デザイン 

Matsubara Junko

主な仕事 

●大人の女性の服をオーダーメイド。 

アトリエ・醇 
〒600-8216 京都市下京区木津屋橋通り 
新町東入ル東塩小路町579-11 
スタシオン・スェリジェ502号 
Tel 075-450-8000 
E-mail atelierj@gc5.so-net.ne.jp

心豊かでエレガントな女性を 
描きつづけていきたい。 

カジュアルで過激な装いが街中に汎濫してしまっています。

流行を敏感に取入れていく事も大事ですが、物まねに走る

ような事ではいけません。個性的に装っていたいなら本来

あるべき時、場所、目的を心得た上でしっかりと衣服文化

というものを身につけて、その上でファッション感覚を磨

いていって欲しいと思います。街中をもっとエレガントに

美しい装いの女性が行き交う場になるために、いい洋服創

りを続けていきます。 

NDCショー  タウンコート 2003年 

NDCショー  テーマカラー 2005年 

NDCショー  フォーマルドレス 2005年 

NDCショー  フォーマルドレス 2006年 

NDCショー  笹倉玄照堂タイム 2004年 

１ 

２ 

４ ５ 

３ 
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元橋 一裕 
Motohashi Kazuhiro

Tiki Script 
〒604-8332 京都市中京区三条堀川西入ル
橋西町「三条会商店街内」南側 
HP 090-6914-5140 
URLhttp://www.kyotocf.com/mo99un_blog/ 
E-mail mo99un_tikisurf@khf.biglobe.ne.jp

主な仕事 

●マガジン・エディトルアル 
●パッケージ、パンフレットデザイン 
●テキストライティング 
●コンセプトワーク 
●ロケーションサービス 
●芦屋小雁プローモート 

「京都」の文化を情報でなく
知的財産に。 
量でなく質の「京都」を 
書く×編集する。 

雑誌「京都CF！」の編集を長年やって

きて解かったことは、世の情報誌が

謳う情報が如何に一過的で唯物的で

希薄かという事実。象徴的貧困に陥る

国内外の観光客は、京都の上辺だけを

眺めることを観光と称し、本質を見定める

逍遥を知ろうとしない。少しでも真の

京文化や物ごとの本質が、人々に色々な

媒体や制作物を通して伝えることがで

きたなら。真摯に書き残し編集したい

京都がある。そう思い本年、編集プロ

ダクションを起業する。 

エディトリアルデザイナー 

編集長を卒業、企画やコラムで参画する「京都CF！」 

芦屋小雁氏の個展プロデュースと舞台劇の 
ビジュアル制作を昨今手掛け始めた。 

　 パッケージのデザインとネーミングを施した、 
    御殿八ッ橋の新商品「マロンのロマン」と「琴の辛音」 
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山岡敏和 

イラストレーション 

Yamaoka Toshikazu

上段=左・中はミズノポスター　右はテイジンリーフレット　下=立体イラスト・オリジナル 

主な仕事 

●広告イラストレーション 

〒616-8374 京都市右京区嵯峨天龍寺 
北造路町21-1 ガーデン嵐山302 
Tel 075-882-6090 
URL http://www.t-yamaoka.com 
E-mail yamaoka@juno.dti.ne.jp 
 

デジタルから 
もう一度アナログへ 
 
四十数年前、幼稚園で見たキンダーブックの見開きに描かれ

た星空の絵を見て、「こんなん　描きたいなぁ。」と思った

ことをよく憶えています。以来、他の職業に就くことを全く

考えること無く、フリーのイラストレーターになって２６年。

紙に絵の具で描くものだったイラストも、今ではコンピュー

ターに向かってマウスで描くものになってしまいました。し

かし、そういう時代だからこそ手作業の良さをもう一度見直し、

アナログなイラストに力を入れていきたいと思います。　 
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大和文昭 

和プロデューサー 

ヤマトプランニング 
〒606-0904 京都市左京区松ヶ崎柳井田町4-1 
Tel・Fax 075-712-3477 
E-mail yamatoplan@proof.ocn.ne.jp

yamato fumiaki

古きよキモノとしての和を 
新しきよキモノとして創作してゆきます。 

キモノ和今洋彩 
時代をとらえるキモノ創作 

和の国、日本が持つ本流・本物・本質。そんな和の伝統 

デザインをキモノに生かしてまいります。これからの時代の 

ライフスタイルに合うキモノ。文化や生活の中のシーンに 

見えてくるキモノ。流行を追うよりも、流儀のある創作。 

古風だけれど、古くない。新しいけれど、軽くない。 

変わらないために変わり続けます。 

夢

 

主な仕事 

●キモノ創作プロデューサー 
●夢之介ブランドデザイン 
●和文化イベントプランニング 
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デザインで潤う人、 
社会そして地球 

吉田 治英 
 

プロダクトデザイン・企画デザイン 
 

Yoshida Haruhide

デザインにおいて領域と言う概念は薄れ

つつある。製品のデザインであれ、パッ

ケージデザインであれ、そしてまちづく

りデザインであれ、もはや環境という課

題は避けて通れない、このことはデザイ

ンに領域を越えた新しい価値観が求めら

れている一例であろう。 

防災デザインにかかわり10年、より美し

く、より機能的なデザインというプラス

の価値観に加え、今後、マイナス要素へ

の対応デザインはより重要となりつつあ

ることを強く感じる。付加価値から必要

価値へのデザインという視点を、防災に

とどまらずジャンルを越えて持ち込むこ

と、そして、デザインの原点ある美しさ

との両立を目指したい。 

このことは、伝統に裏打ちされた、美意

識の強い京都という地からの発信により、

さらに強いメッセージになることを信じ

ている。 

ヤマハパーソナルウォータークラフト　GP1200

モリタ製作所、歯科診療装置　Spaceline 630

京都市防災マップ編集及びデザイン参画 

主な仕事 

●プロダクトデザイン 
●まちづくりデザイン 
●防災デザイン 

（社）京都デザイン協会事務局へ 
お問い合せ下さい。 
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宝酒造株式会社 

平和紙業株式会社 

株式会社ワコール 

KDA  Member’s  AD

株式会社アウラ 

市田株式会社 

大阪ガス株式会社 

有限会社画箋堂 

カミヨ株式会社 

株式会社京都銀行 

京都信用金庫 

株式会社京都大和 

京都中央信用金庫 

京都百貨店協会 

有限会社松園 

株式会社聖護院八ツ橋總本店 

株式会社竹尾大阪支店 

株式会社田中プリント 

株式会社千總 

朝陽堂印刷株式会社 

日本写真印刷株式会社 

株式会社半兵衛麩 

富士ゼロックス京都株式会社 

株式会社フジヤ京都支店 

ムーサ株式会社 

山内紙器株式会社 

吉忠株式会社 

六和証券株式会社 

株式会社若林佛具製作所 

情
熱
と
い
う
名
の
才
能
。 

京
都
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
発
信
す
る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。 
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